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問
　
舟
木
地
区
下
水
道
関
連

の
水
道
整
備
を
。

答

大
琴
地
区
の
水
量
は
十
分

で
あ
り
、
加
入
の
方
向
で
地
区

と
検
討
。

問
　
流
雪
溝
の
水
不
足
。

答

対
策
と
し
て
ポ
ン
プ
ア
ッ

プ
施
設
を
設
置
し
て
い
る
。
自

然
流
水
に
つ
い
て
は
地
元
の
人

も
認
め
る
と
お
り
無
理
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

問
　
携
帯
不
感
地
帯
解
消
を
。

答

現
在
県
内
で
も
要
望
が
殺

到
し
て
お
り
様
々
な
要
因
に
基

づ
き
順
次
整
備
さ
れ
て
い
る
が

順
番
的
に
は
当
地
区
は
厳
し

い
。
ま
た
通
信
事
業
者
が
抱
え

る
維
持
管
理
コ
ス
ト
の
問
題
も

あ
り
、
実
現
の
見
通
し
は
遠

い
。

問
　
Ｉ
Ｓ
Ｏ
取
得
推
進
を
。

答

下
水
道
整
備
や
、
リ
サ
イ

ク
ル
処
理
施

設
な
ど
、
各

分
野
に
お
い

て
取
り
組
ん

で
い
く
。

問
　
大
琴
小

統
合
後
の
利

用
は
。

答

統
合
後

も
施
設
を
利

用
す
る
方
向

で
検
討
。
県

施
設
と
し
て

の
利
用
な
ど

模
索
し
て
い

る
が
、
地
元

か
ら
も
意
見

を
い
た
だ
き

た
い
。

問
　
下
郷
分

校
廃
校
後
の
通
学
支
援
を
。

答

バ
ス
路
線
確
保
等
に
努
力

す
る
が
、
実
費
的
支
援
に
つ
い

て
は
十
分
な
検
討
を
要
す
る
。

問
　
カ
ン
ナ
平
下
流
の
環
境

対
策
を
。

答

水
質
的
に
は
調
査
の
結
果

は
基
準
を
ク
リ
ア
。
不
安
が
解

消
で
き
る
よ
う
対
応
を
検
討
。
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問
　
高
齢
化
に
伴
う
清
掃
区

域
の
見
直
し
を
。

答

検
討
が
必
要
と
思
っ
て
い

る
が
、
全
町
的
な
問
題
で
あ
り

検
討
に
時
間
が
必
要
。

問
　
直
接
払
い
制
度
に
つ
い

て
説
明
を
。答

袖
山
地
区
は
理

想
的
な
取
り
組
み
と

な
っ
て
い
る
。
交
付

さ
れ
る
に
あ
た
り
有

効
な
活
用
を
。

問
　
小
学
校
の
未

来
像
は
。

答

子
供
人
口
の
動

向
に
よ
る
が
、
こ
の

先
十
年
ぐ
ら
い
は
二

校
で
よ
い
意
味
で
刺

激
を
し
合
っ
て
頑
張

っ
て
欲
し
い
。

問
　
下
郷
分
校
の

廃
校
舎
は
ど
う
な

る
の
か
。

答

県
の
建
物
で
あ

る
。
使
用
は
出
来
な

い
と
思
わ
れ
る
。

袖
山
分
館

１
月
５
日
（
金
）

（
袖
山
館：

13
名
）

新春恒例の町政座談会が、1月4日から7つの町公民館分館主催で行われました。
座談会には町から町長と関係課長が出席し、町づくりと地域の課題について活発な

意見交換が行われました。
各会場で話し合われたおもな内容について、以下に紹介します。

宿
分
館

１
月
４
日
（
木
）

（
高
瀬
館：

19
名
）



問
　
国
道
西
ノ
浜
〜
島
間
を

追
い
越
し
規
制
で
き
な
い
か
。

答

消
雪
後
、
公
安
に
お
願
い

す
る
。

問
　
山
内
〜
大
簗
間
の
大
カ

ー
ブ
の
改
良
を
。

答

地
元
か

ら
も
数
回
に
わ

た
り
陳
情
が
出

て
お
り
県
で
も

理
解
し
て
い

る
。
国
道
１
０

７
号
の
石
沢
道

路
、本
荘
道
路
、

板
戸
工
区
の
工

事
見
通
し
が
つ

け
ば
着
工
の
め

ど
が
つ
く
と
思

わ
れ
る
。

問
　
横
渡
地

内
国
道
の
凹

凸
の
解
消
を
。

答

県
に
要

望
し
て
い
る
。

問
　
町
の
情

報
化
対
策
は
。

答

現
在
、

役
場
通
信
と
広

報
ひ
が
し
ゆ
り
で
情
報
を
伝
達

し
て
い
る
。
防
災
無
線
放
送
に

つ
い
て
は
伝
達
不
十
分
な
地
帯

が
あ
。
Ｉ
Ｔ
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
情
報
シ
ス
テ
ム
を
模
索
し
て

い
る
。

問
　
国
際
結
婚
の
現
状
と
そ

の
支
援
は
。

答

国
際
結
婚
は
増
え
て
い

る
。
自
主
交
流
で
き
る
組
織
を

設
立
。
補
助
と
し
て
は
結
婚
祝

い
金
を
交
付
し
て
い
る
。
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問
　
ボ
ツ
メ
キ
水
源
の
大
吹

川
水
道
接
続
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。
ま
た
保
水
の
た
め

広
葉
樹
林
保
全
を
。

答

小
ボ
ツ
メ
キ
と
一
緒
に
発

注
し
工
事
中
。
供
給
に
つ
い
て

は
少
量
の
た
め
心
配
な
い
。
広

葉
樹
林
地
帯
は
保
安
林
指
定
と

な
っ
て
お
り
大
切
に
す
る
。

問
　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
東

北
大
会
な
ど
、
５
月
こ
ろ
に

利
用
で
き
な
い
か
。

答

芝
の
活
着
が
条
件
。

問
　
入
会
権
に
つ
い
て
ど
う

考
え
る
か
。

答

昭
和
三
十
六
年
に
東
由
利

町
公
有
林
野
の
造
成
管
理
に
関

す
る
条
例
が
制
定
さ
れ
て
い

る
。
入
会
林
地
等
は
こ
れ
に
基

づ
い
て
取
り
扱
っ
て
い
る
。

問
　
ボ
ツ
メ
キ
付
近
の
国
有

地
を
取
得
で
き
な
い
か
。

答

払
い
下
げ
は
可
能
だ
が
高

額
。
官
行
造
林
を
残
し
て
も
ら

う
よ
う
努
力
し
て
い
る
。

問
　
合
併
処
理
浄
化
槽
に
つ

い
て
の
説
明
を
。

答

法
内
地
区
の
う
ち
、
高
村
、

中
ノ
沢
に
つ
い
て
に
つ
い
て
対

象
。
住
宅
密
集
の
度
合
い
に
基

づ
き
、
建
設
コ
ス
ト
と
管
理
コ

ス
ト
の
バ
ラ
ン
ス
に
よ
る
選
択

が
必
要
。

問
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
見
通
し
は
。

答

平
成
十
三
年
四
月
か
ら
の

開
始
に
む
け
て
準
備
中
。
老
人

ク
ラ
ブ
な
ど
に
説
明
を
し
、
会

員
募
集
を
図
る
。

問
　
公
共
施
設
等
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
を
。
ま
た
町
内
２

つ
の
医
院
の
段
差
解
消
等

を
。

答

今
後
設
計
さ
れ
る
施
設
は

バ
リ
ア
フ
リ
ー
構
造
と
な
る
。

既
存
の
施
設
に
つ
い
て
も
改
修

を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
診
療

施
設
に
つ
い
て
の
意
見
も
も
っ

と
も
で
あ
り
お
願
い
を
し
た

い
。
町
の
助
成
な
ど
も
検
討
し

て
み
る
。

問
　
役
場
通
信
に
月
間
カ
レ

ン
ダ
ー
の
掲
載
を
。
ま
た
月

一
回
の
発
行
に
な
ら
な
い

か
。

答

広
報
に
行
事
が
載
っ
て
い

る
が
、
不
足
な
部
分
を
検
討
。

発
行
回
数
は
、
随
時
出
さ
れ
る

役
場
各
課
の
情
報
を
、
週
一
回

は
今
後
と
も
お
願
い
し
た
い
。

住
吉
分
館

１
月
７
日
（
日
）

（
住
吉
館：

24
名
）

法
内
分
館

１
月
５
日
（
金
）

（
克
雪
セ
ン
タ
ー：

24
名
）

蔵
分
館

１
月
７
日
（
日
）

（
大
蔵
館：

40
名
）

2001年 新春町政座談会



増
田
地
区
の
平
成
十
二
年
産
葉

た
ば
こ
収
納
が
一
月
十
五
日
か
ら

行
わ
れ
、
本
町
の
葉
た
ば
こ
収
納

が
十
五
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の
三

日
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

米
、
和
牛
に
続
く
生
産
額
を
持

ち
、
本
町
の
主
要
作
物
で
あ
る
葉

た
ば
こ
は
、
由
利
郡
内
で
最
も
作
付
け
が

多
く
、
品
質
に
お
い
て
も
県
内
で
高
い
評

価
を
得
て
い
ま
す
。

増
田
地
区
に
お
け

る
今
年
の
作
付
け
面
積

は
約
一
九
五
ヘ
ク
タ
ー

ル
。
本
町
の
面
積
は
約

二
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、

約
一
四
パ
ー
セ
ン
ト
を

占
め
ま
す
。

平
成
十
二
年
度
の

収
納
状
況
は
、
売
上
総
額
で
約
一
億
二
千

六
百
八
十
万
円
。
夏
の
高
温
の
影
響
で
量

目
が
減
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
一
〇
ア
ー
ル

あ
た
り
の
代
金
は
四
十
五
万
円
あ
ま
り
と

昨
年
度
を
下
回
る
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

米
の
明
る
い
見
通
し
が
見
え
な
い
農
家

に
と
っ
て
、
複
合
経
営
の
大
事
な
柱
と
な

る
葉
た
ば
こ
。
需
要
が
安
定
し
た
作
物
だ

け
に
、
二
十
一
世
紀
の
農
業
に
と
っ
て
も
、

今
後
の
健
闘
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

問
　
警
察
署
跡
地
と
周
辺
の

利
用
計
画
は
。

答

現
時
点
で
は
計
画
は
な

い
。
よ
い
提
案
が
あ
れ
ば
寄
せ

て
欲
し
い
。

問
　
役
場
用
地
の
面
積
と
跡

地
の
利
用
は
。
ま
た
庁
舎
建

設
の
今
後
の
予
定
は
。

答

用
地
は
最
低
で
も
１
・
５

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
車
庫
等
を
考
え

て
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
必
要
と
考

え
る
。
跡
地
に
つ
い
て
は
今
の

と
こ
ろ
具
体
案
は
無
い
。

た
だ
し
車
庫
等
に
つ
い
て

は
当
分
現
状
の
施
設
使
用

を
予
定
。
庁
舎
建
設
に
関

し
て
は
平
成
十
二
年
度
中

に
用
地
買
収
を
し
、
平
成

十
三
年
七
月
か
ら
お
盆
前

ぐ
ら
い
に
は
工
事
発
注
を

目
指
し
て
い
る
。
平
成
十

四
年
度
中
に
は
移
転
し
た

い
。

問
　
さ
ら
に
老
人
施
設

の
整
備
を
。

答

既
存
の
施
設
を
、

需
要
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
、
よ
り
効
率
的
に
有
効

利
用
を
図
り
た
い
。

問
　
将
来
の
医
師
不
足
対
策

を
。

答

心
配
し
て
い
く
。

問
　
町
政
座
談
会
を
年
度
内

任
意
の
日
に
開
催
で
き
な
い

か
。

答

随
時
要
請
に
応
じ
る
。

問
　
議
会
に
お
い
て
複
数
議

員
か
ら
同
じ
質
問
が
出
る
こ

と
が
あ
る
が
、
時
間
短
縮
及

び
日
程
調
整
で
き
な
い
か
。

答

（
副
議
長
答
弁
）
通
告
制

に
な
っ
て
い
て
、
他
議
員
の
質

問
は
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
ま
た
一
般
質
問
の
日

程
調
整
の
方
法
は
あ
り
、
そ
の

際
は
議
会
運
営
委
員
会
の
協
議

が
必
要
。

問
　
メ
タ
ダ
レ
川
の
汚
染
に

つ
い
て
調
査
を
。

答

県
で
調
査
実
施
し
た
が
、

汚
染
に
つ
い
て
は
基
準
内
で
あ

っ
た
。

玉
米
分
館

１
月
８
日
（
月
）

（
玉
米
会
館：

31
名
）

老
方
分
館

１
月
８
日
（
月
）

（
老
方
館：

47
名
）

2001年 新春町政座談会

第
一
回
議
会
臨
時
会
が
一
月
二
十
三
日

に
招
集
さ
れ
、
庁
舎
建
設
関
連
の
一
般
会

計
補
正
予
算
案
と
、
介
護
保
険
関
連
条
例

の
一
部
改
正
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

■
議
案
第
一
号
　
平
成
十
二
年
度
東
由

利
町
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
六
号)

平
成
十
二
年
度
東
由
利
町
一
般
会
計
の

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
六
千
六
百
七

十
三
万
二
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

四
十
一
億
七
千
六
百
十
一
万
二
千
円
と
し

た
も
の
。
歳
出
補
正
予
算
の
内
訳
は
次
の

と
お
り
。

▼
新
庁
舎
建
設
に
関
す
る
調
査
設
計
委
託

料
四
百
五
十
七
万
二
千
円
▼
事
業
認
定
調

書
作
成
委
託
料
二
百
五
十
万
円
▼
用
地
購

入
費
五
千
九
百
五
十
四
万
円

■
議
案
第
二
号
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
要

す
る
費
用
の
徴
収
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

別
表
文
中
に
用
語
の
定
義
を
付
け
加

え
、
介
護
保
険
法
に
規
定
す
る
施
設
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
の
食
事
負
担
額
の
一
部
を
改

め
た
も
の
。

役
場
新
庁
舎
建
設
に
か
か
る

用
地
購
入
費
等
を
補
正

第
一
回
議
会
臨
時
会

12年産葉たばこ収納

二
十
一
世
紀
の
複
合
農
業
に
期
待

▲次々に葉たばこが運び込まれる

▲検査員の評価を真剣な表情で見
守る
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役
場
庁
舎
建
設
位
置
に
つ
い
て
は
、
庁

内
に
庁
舎
建
設
計
画
委
員
を
設
置
し
検
討

を
進
め
て
お
り
ま
し
た
が
、
昨
年
六
月
の

町
議
会
役
場
庁
舎
建
設
調
査
特
別
委
員
会

の
最
終
報
告
が
あ
り
、
町
で
は
さ
ら
に
広

く
町
民
の
意
見
を
聞
く
た
め
に
、
各
種
団

体
の
代
表
、
地
区
別
・
年
齢
別
な
ど
各
層

か
ら
な
る
「
東
由
利
町
21
Ｃ
町
づ
く
り
検

討
会
」
を
開
催
し
、
全
町
的
な
意
見
集
約

を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
役
場
庁
舎
は
町
民
全
体
の

施
設
で
あ
り
、
高
齢
化
や
車
社
会
の
進
展

な
ど
を
考
慮
し
、
町
民
に
と
っ
て
一
番
便

利
な
場
所
、
国
道
か
ら
見
え
る

場
所
、
建
設
経
費
が
少
な
い
こ

と
な
ど
の
意
見
が
強
く
出
さ
れ
、

最
終
選
定
案
の
二
箇
所
（
老
方

地
区
、
橋
脇
地
区
）
の
う
ち

「
橋
脇
地
区
」
が
大
多
数
で
し
た
。

町
で
は
こ
う
し
た
経
緯
と
、
議
会
と
の

現
地
踏
査
や
協
議
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
、

建
設
位
置
を
「
橋
脇
地
区
」
に
決
定
し
、

一
月
十
八
日
の
議
会
全
員
協
議
会
で
表
明

し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
提
案
に
多
数
の
理
解

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
町
で
は
、
地

権
者
の
内
諾
を
得
た
こ
と
に
よ
り
、
一
月

二
十
三
日
の
第
一
回
臨
時
議
会
に
用
地
取

得
の
た
め
の
関
係
予
算
案
を
提
出
し
議
決

さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
庁
舎
の
建
設
は
平
成
十
三
年
度

〜
十
四
年
度
の
二
ヶ
年
継
続
で
行
わ
れ
る

予
定
で
す
。

今
年
は
暖
冬
で
あ
る
と
言
う
情

報
で
し
た
が
案
に
相
違
し
て
寒
い
大

雪
の
正
月
で
し
た
。
特
別
豪
雪
地
帯

に
指
定
さ
れ
て
い
る
我
が
町
で
は
、

こ
の
く
ら
い
の
雪
を
大
雪
と
は
言
わ

ず
、
少
し
も
び
っ
く
り
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ふ
だ
ん
雪
の
降

ら
な
い
又
は
少
雪
地
帯
が
大
騒
ぎ
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
何
十
年
ぶ
り
の
降
雪
と
の

ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
と
、
気
の
毒
に
思
う
傍
ら
、

雪
国
の
難
儀
さ
が
少
々
分
か
っ
て
も
ら
え
た
か

な
、
と
意
地
悪
く
思
っ
た
り
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
ふ
だ
ん
降
ら
な
い
地
方
に
雪
が
降

る
と
、
本
当
に
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
人
が
す
べ
っ
て
怪
我
を
し
た
り
、
自
動

車
や
電
車
が
止
ま
っ
た
り
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
早
く
落
ち
着
い
た
天
気
に
な
っ
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。

我
が
町
で
も
、
慣
れ
た
雪
と
は
い
え
少
々
き

つ
く
な
っ
て
来
ま
し
た
。
高
齢
化
比
率
が
高
い

こ
と
で
す
か
ら
、
一
人
暮
ら
し
の
老
人
世
帯
・

高
齢
者
世
帯
が
多
く
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

そ
の
方
々
の
除
雪
が
心
配
で
す
。

町
で
は
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
て
、
二

人
の
除
雪
ヘ
ル
パ
ー
に
そ
の
役
割
を
お
願
い

し
、
登
録
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
毎
日
見
回
り
を
し

て
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
大
雪
が
続
き

ま
す
と
大
変
に
な
っ
て
来
ま
す
の
で
、
い
ろ
い

ろ
な
皆
さ
ん
の
お
手
伝
い
も
お
願
い
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
皆
さ
ん
、
ど

う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

道
路
除
雪
は
万
全
で
す
。「
お
ら
ほ
の
除
雪

は
日
本
一
だ
と
評
価
さ
れ
て
る
」
と
除
雪
の
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
に
言
っ
て
、
頑
張
っ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
朝
七
時
ま
で
に
一
一

一
・
四
キ
ロ
の
国
道
、県
道
、町
道
の
除
雪
を
完

了
す
る
に
は
、
委
託
除
雪
、
直
営
除
雪
と
も
早

朝
三
時
に
は
起
き
だ
し
て
作
業
に
か
か
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
大
変
な
作
業
で
あ
り
ま
す
。

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
の
作
業
に
も
な
り
ま

す
の
で
苦
情
も
あ
り
ま
す
。「
家
の
前
に
大
量

の
雪
を
お
い
て
行
っ
た
」
と
か
、「
向
か
い
側

と
平
等
で
な
い
」
と
か
、
な
か
な
か
大
変
な
作

業
で
す
。
そ
し
て
ま
た
、
そ
れ
は
も
っ
と
も
な

こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
対
応
し
よ
う
と

懸
命
に
努
力
を
し
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
満
点

に
は
な
か
な
か
行
か
な
い
こ
と
で
す
。
除
雪
機

材
の
充
実
や
除
雪
技
術
の
向
上
も
図
り
、
も
っ

と
も
っ
と
水
準
を
上
げ
る
努
力
も
し
て
行
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
う
少
し
の
間
お
互
い

頑
張
り
あ
っ
て
い
い
黄
桜
の
春
を
迎
え
た
い
も

の
で
す
。

新
春
恒
例
の
町
政
座
談
会
は
、
七
分
館
の
役

員
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
も
沢
山
の
意

見
交
換
が
で
き
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化
の
心
配
、

町
村
合
併
の
行
方
、
道
路
改
良
の
見
通
し
、
低

米
価
対
策
な
ど
の
重
い
課
題
か
ら
身
の
回
り
の

地
域
の
問
題
ま
で
、
充
実
し
た
意
見
交
換
が
で

き
ま
し
た
。
予
算
の
時
期
に
も
な
り
ま
す
の
で
、

『
問
題
を
整
理
し
、
精
一
杯
課
題
に
取
り
組
め

る
一
年
に
し
て
参
り
ま
す
』
と
申
し
上
げ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

二
十
一
世
紀
も
一
カ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
一

番
き
つ
い
二
月
に
入
り
ま
す
。
こ
の
後
半
に
は
、

会
場
が
東
由
利
町
と
定
番
化
し
た
秋
田
県
雪
上

野
球
大
会
に
、
あ
の
タ
ケ
シ
軍
団
も
参
加
し
、

テ
レ
ビ
放
映
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
楽

し
み
で
す
。

こ
の
ひ
と
月
が
過
ぎ
る
と
春
は
す
ぐ
で
す
。

精
一
杯
健
康
に
気
を
つ
け
ら
れ
て
過
ご
さ
れ
ま

す
よ
う
に
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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脇
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海
外
な
ん
て
自
分
に
は
全
く
縁
の
な
い
も
の
だ
と
思

っ
て
い
た
し
、
ま
さ
か
行
く
機
会
が
あ
ろ
う
と
は
夢
に

も
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
正
直
な
と
こ
ろ
海

外
と
い
う
も
の
、
ま
た
、
自
分
の
未
知
な
る
世
界
と
い

う
も
の
へ
の
興
味
が
全
く
な
か
っ
た
か
と
い
え
ば
そ
れ

は
嘘
に
な
る
で
し
ょ
う
。
少
な
か
ら
ず
海
外
へ
の
興
味

を
持
っ
て
い
た
私
に
と
っ
て
、
今
回
突
然
訪
れ
た
こ
の

海
外
研
修
の
機
会
は
願
っ
て
も
な
い
も
の
で
し
た
。
今
、

思
い
返
せ
ば
あ
の
一
週
間
は
様
々
な
、そ
し
て
充
実
し
た

研
修
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
期
間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

一
日
目
　
秋
田
〜
オ
セ
ア
ニ
ア
大
陸

十
一
月
十
六
日
、
今
に
も
雪
が
降
り
出
し
そ
う
な
曇

空
の
下
、
四
町
村
の
海
外
研
修
参
加
者
は
秋
田
空
港
へ

と
集
合
し
ま
し
た
。
こ
の
一
週
間
を
共
に
す
る
メ
ン
バ

ー
は
総
勢
十
八
名
（
＋
添
乗
員
さ
ん
一
名
）
実
に
様
々

な
職
業
の
方
々
で
あ
り
ま
す
。
今
回
、
福
祉
施
設
へ
の

訪
問
が
研
修
の
メ
イ
ン
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
介

護
・
福
祉
関
係
の
職
に
就
い
て
お
ら
れ
る
方
が
多
か
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

成
田
で
の
出
国
手
続
き
も
無
難
に
こ
な
し
（
？
）
い

よ
い
よ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
出
発
で
す
。
朝
に
は
到
着

す
る
と
の
こ
と
。
無
事
に
着
い
て
ほ
し
い
…
…
そ
う
思

い
な
が
ら
機
内
で
の
睡
眠
と
な
り
ま
し
た
。

二
日
目
　
記
念
す
べ
き
第
一
歩

昨
日
の
願
い
が
通
じ
た
の
か
朝
無
事
に
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
へ
。
そ
の
後
飛
行
機
を
乗
換
え
、
今
回
の
研
修
の

第
一
目
的
地
で
あ
る
ア
デ
レ
ー
ド
へ
と
到
着
し
ま
し

た
。
機
内
で
は
あ
ま
り
睡
眠
を
と
る
こ
と
が
で
き
ず
到

着
し
て
か
ら
の
行
動
は
い
さ
さ
か
き
つ
い
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。

さ
て
、
こ
の
旅
行
で
一
番
の
問
題
と
な
っ
た
の
が
言

葉
で
す
。
出
発
前
か
ら
「
日
本
語
は
ほ
と
ん
ど
通
じ
な

い
し
、
か
と
い
っ
て
英
語
が
話
せ
る
訳
で
も
な
い
し
…

…
」と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、な
に
を
す
る
（
し
た
い
）

に
も
話
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
研
修
で
一

番
の
問
題
で
あ
り
、
苦
労
し
た
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

二
日
目
は
観
光
等
を
無
難
に
こ
な
し
、
三
日
目
以
降

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
備
え
、就
寝
し
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。

三
日
目
　
自
然
と
野
生
動
物
の
宝
庫（
カ
ン
ガ
ル
ー
島
）

本
格
的
な
日
程
は
こ
こ
か
ら
と
言
っ
て
も
い
い
で
し
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町民海外研修参加者リポート

体験はなによりの宝物

町
民
海
外
研
修
が
今
年
も
大
内
、
南
外
、
千
畑
と
合
同
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

行
程
は
十
一
月
十
六
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
の
、
帰
国
時
成
田
泊
を
含
め
た
七

日
間
。
東
由
利
町
か
ら
の
四
名
を
含
む
総
勢
十
八
名
が
、
初
夏
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
を
訪
れ
福
祉
と
現
地
事
情
の
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

以
下
に
本
町
参
加
者
四
名
の
研
修
レ
ポ
ー
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

四
町
村
の
仲
間
と
一
緒
に

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
福
祉
を
学
ん
だ
旅

日次 月 日 地　　名 ス ケ ジ ュ ー ル  

秋田空港 
↓ 

羽田空港 
↓ 

成田空港 

秋田空港から空路、羽田空港へ 
 
バスで成田空港へ移動 
 
空路シドニーへ　　　　　　（機中泊） 

11／16 
（木） 

1

17 
（金） 

2

18 
（土） 

3

19 
（日） 

4

20 
（月） 

5

21 
（火） 

6

22 
（水） 

7

↓ 
シドニー 
↓ 

アデレード 

シドニーから乗り換え、空路アデレードへ 
アデレード市内見学 
　　　　　　　　　　（アデレード泊） 

アデレード カンガルー島1日見学 
　　　　　　　　　　（アデレード泊） 

アデレード 
↓ 

シドニー 

 
アデレードから空路、シドニーへ 
シドニー市内見学 
　　　　　　　　　　　（シドニー泊） 

シドニー 
ホーンズビー・クーリンガイ病院視察 
シドニー市内見学 
　　　　　　　　　　　（シドニー泊） 

シドニー 
↓ 

成田空港 
↓ 
成田 

空路成田空港へ（ケアンズ経由） 
 
バスでホテルへ移動 
　　　　　　　　　　　　　（成田泊） 

成田 
↓ 

羽田空港 
↓ 

秋田空港 

リムジンバスで羽田空港へ移動 
 
空路秋田空港へ 

研 修 行 程  視
点
を
変
え
て

小
　
松
　
幸
　
生
（
寺
田
）

晩秋の東由利から初夏のオーストラリアへ

今回の参加者、アデレードの街にて



記憶に新しいシドニーのオリ
ンピックスタジアムの前で

ょ
う
。
カ
ン
ガ
ル
ー
島
は
ア
デ
レ
ー
ド
よ
り
セ
ス
ナ
機

で
お
よ
そ
三
十
分
離
れ
た
場
所
に
あ
り
様
々
な
野
生
動

物
の
宝
庫
で
す
。
コ
ア
ラ
や
カ
ン
ガ
ル
ー
と
い
っ
た
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
独
特
の
動
物
た
ち
が
い
る
島
で
も
あ
り

ま
す
。
野
生
の
ア
シ
カ
を
間
近
で
見
る
こ
と
の
で
き
る

世
界
で
唯
一
の
場
所
、
と
い
わ
れ
る
「
シ
ー
ル
ベ
イ
」

や
、
波
と
風
の
浸
食
に
よ
っ
て
で
き
た
と
言
わ
れ
る
高

さ
30
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
巨
大
奇
石
群
の
「
リ
マ
ー
カ

ブ
ル
・
ロ
ッ
ク
ス
」、
真
っ
青
な
絵
の
具
を
ま
い
た
か

の
よ
う
な
海
岸
「
ア
ド
ミ
ラ
ル
ズ
・
ア
ー
チ
」
等
々
。

ど
れ
を
と
っ
て
み
て
も
ス
ケ
ー
ル
が
違
い
、
ま
た
そ
の

自
然
の
美
し
さ
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
ど
こ
ま
で
も
広
が
る
水
平
線
、
青
く
澄
み
渡
っ
た

海
、
目
に
焼
き
付
い
て
未
だ
に
離
れ
ま
せ
ん
。
カ
ン
ガ

ル
ー
島
へ
の
往
復
に
乗
っ
た
セ
ス
ナ
機
内
で
の
出
来
事

も
き
っ
と
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
（
？
）。

四
日
目
　
あ
の
感
動
と
興
奮
を
も
う
一
度

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
日
本
選
手

団
の
活
躍
が
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
も
あ
る
シ
ド
ニ

ー
市
内
は
、
い
た
る
所
に
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
の
興
奮
醒

め
や
ら
ぬ
、
と
い
っ
た
感
が
あ
り
ま
し
た
。

バ
ス
の
中
か
ら
見
る
景
色
は
都
会
で
あ
る
の
に
も
関

わ
ら
ず
、
ご
み
ご
み
し
た
感
じ
は
な
く
、
む
し
ろ
ど
こ

か
落
ち
着
く
感
じ
さ
え
し
ま
し
た
。
現
地
ガ
イ
ド
さ
ん

の
お
話
に
よ
れ
ば
、
道
路
か
ら
目
に
つ
く
と
こ
ろ
に
は

洗
濯
物
等
は
一
切
出
し
て
お
か
な
い
決
ま
り
な
の
だ
と

か
。
な
る
ほ
ど
、
確
か
に
全
く
見
あ
た
り
ま
せ
ん
。
市

民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
こ
の
雰
囲
気
を
作
り
出
し

て
い
る
の
だ
な
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の

景
観
も
、
十
九
世
紀
に
、
罪
人
の
流
刑
地
と
し
て
の
役

目
を
持
っ
た
時
期
、
岩
の
固
ま
り
で
あ
っ
た
こ
の
土
地

を
そ
の
罪
人
の
労
働
力
に
よ
り
切
り
開

い
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ

と
を
同
時
に
知
り
、
こ
の
景
観
の
歴
史

的
奥
深
さ
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
ず
に

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
施
設
は
、
取
り

壊
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
で
も
あ
の
テ
レ
ビ
で
見
て
い
た
陸

上
や
水
泳
等
の
各
種
競
技
が
こ
の
場
所
で
行
わ
れ
て
い

た
の
か
と
思
う
と
、
あ
の
と
き
の
興
奮
が
よ
み
が
え
っ

て
き
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。

五
日
目
　
福
祉
に
対
す
る
姿
勢

こ
の
日
は
今
研
修
で
の
メ
イ
ン
と
も
言
え
る
ホ
ー
ン

ズ
ビ
ー
・
ク
ー
リ
ン
ガ
イ
病
院
で
の
研
修
・
視
察
で

す
。
い
ず
れ
や
っ
て
く
る
（
本
町
で
は
も
は
や
実
際
の

問
題
と
な
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
し

ょ
う
）
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
た
め
に
病
院
が
中
心

と
な
り
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
医
療
保
障
サ
ー
ビ
ス

を
展
開
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
両
親
と
生

涯
に
渡
り
同
居
す
る
と
い
う
こ
と
は
ま
ず
な
く
（
日
本

的
な
�
家
を
継
ぐ
�
と
い
っ
た
考
え
が
な
い
模
様
）、

あ
る
程
度
の
年
齢
に
な
る
と
独
立
す
る
そ
う
で
す
。
そ

の
た
め
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
増
え
て
い
き
、
結
果

的
に
こ
う
い
っ
た
生
活
援
助
等
の
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
こ
と
、
入
院
に
し
て
も
手
術
や
リ
ハ
ビ
リ

に
し
て
も
、
対
象
者
や
担
当
医
、
ま
た
は
全
体
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
十
分
に
行
い
、
そ
の
人
に
最
も

適
し
た
治
療
行
為
を
決
定
、
処
置
す
る
。「
当
た
り
前

の
こ
と
を
確
実
に
行
う
」
と
い
う
最
も
基
本
的
姿
勢
が

徹
底
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
々
丁
寧
な
説
明
を
う
か
が
っ

た
後
、
い
よ
い
よ
院
内
の
見
学
で
す
。

院
内
に
は
、
高
齢
者
の
方
々
の
姿
が
多
く
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
。
と
は
い
っ
て
も
病
気
等
で
通
院
・
入
院
し

て
い
る
訳
で
は
な
く
、
こ
の
病
院
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
働
い
て
い
る
と
の
こ
と
。
そ
う
い
え
ば
、
前
日
に

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
施
設
を
見
学
し
て
い
た
際
に
、
ガ
イ
ド

さ
ん
よ
り
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。「
た
く
さ
ん
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
よ
り
今
回
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
支
え
ら
れ
て
い
た
（
そ
の
数
、
数
万

人
！
）」
と
い
う
こ
と
を
。日
本
と
は
違
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
と
い
う
も
の
が
日
常
生
活
と
密
接
に
関
係
し
て

い
る
、
ご
く
普
通
に
生
活
の
中
に
存
在
し
て
い
る
、
こ

の
点
は
明
ら
か
に
日
本
と
違
う
と
こ
ろ
だ
な
、と
感
じ

ま
し
た
。将
来
的
に
高
齢
化
社
会
は
や
っ
て
く
る
の
だ

し
、そ
う
な
っ
た
と
き
こ
の
病
院
や
地
域
の
よ
う
な
取
り

組
み
、相
互
扶
助
の
精
神
と
い
っ
た
も
の
が
よ
り
大
切
に

な
る
だ
ろ
う
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

六
日
目
　
気
温
三
〇
℃
超
・
湿
度
九
〇
％
以
上
！

ほ
と
ん
ど
移
動
日
で
あ
っ
た
た
め
、
飛
行
機
の
乗
継

に
つ
ぐ
乗
継
で
い
さ
さ
か
バ
テ
気
味
の
と
こ
ろ
に
経
由

地
ケ
ア
ン
ズ
で
の
、
こ
の
気
温
と
湿
度
。
さ
す
が
に
こ

れ
は
た
ま
り
ま
せ
ん
。
ひ
と
つ
の
国
で
時
差
が
二
時
間

程
度
あ
り
、
気
候
帯
も
二
〜
三
あ
る
と
い
う
こ
の
国
に

も
、
あ
と
わ
ず
か
し
か
滞
在
で
き
な
い
の
か
、
も
う
少

し
い
た
い
な
、
と
大
汗
を
か
き
な
が
ら
思
い
ま
し
た
。

七
日
目
　
小
雪
の
舞
う
秋
田
に
て

こ
の
研
修
も
秋
田
空
港
で
の
解
散
式
で
終
了
で
す
。

わ
ず
か
一
週
間
の
研
修
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
異
国
の

文
化
や
風
習
を
こ
の
目
で
見
、
そ
し
て
聞
き
、
肌
で
感

じ
た
こ
と
は
私
の
生
涯
に
お
い
て
掛
け
替
え
の
な
い
経

験
と
な
り
ま
し
た
。
と
同
時
に
日
本
の
良
さ
、
そ
し
て

東
由
利
町
の
良
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
ま

た
事
実
で
す
。「
視
点
を
変
え
て
」
…
物
事
は
一
点
か

ら
見
る
の
で
は
な
く
、
多
方
面
か
ら
見
つ
め
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
こ
の
点
を
今
研
修
で
改
め

て
学
ん
だ
気
が
し
ま
す
。
秋
田
に
着
い
た
と
き
私
た
ち

の
帰
国
を
待
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
小
雪
が
舞
っ
て
ま

し
た
。
そ
の
雪
さ
え
も
ど
こ
か
違
っ
た
感
じ
が
し
た
の

も
そ
ん
な
思
い
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

最
後
に
、
今
回
の
海
外
研
修
へ
の
参
加
に
際
し
、
ご

協
力
ご
支
援
を
頂
い
た
方
々
に
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

十
一
月
十
六
日
〜
二
十
二
日
の
一
週
間
四
町
村
合
同

の
海
外
研
修
に
参
加
し
、
六
千
キ
ロ
南
下
し
た
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
へ
と
足
を
運
ん
で
き
ま
し
た
。
参
加
す
る
前

は
本
当
に
海
外
に
い
け
る
の
か
不
安
と
緊
張
で
し
た
。

午
後
秋
田
を
発
ち
羽
田
空
港
へ
。
そ
し
て
成
田
空
港
か

ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
と
飛
行
機
で
飛
び
立
ち
ま
し

た
。
飛
行
機
に
乗
る
こ
と
が
初
め
て
だ
っ
た
私
は
と
て

も
楽
し
み
で
し
た
。
約
九
時
間
半
の
夜
の
フ
ラ
イ
ト
の

た
め
機
内
泊
で
し
た
が
、
な
か
な
か
寝
付
け
な
い
う
ち

に
あ
た
り
は
明
る
く
な
り
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
と
到
着

し
ま
し
た
。

一
、
二
日
目
は
シ
ド
ニ
ー
よ
り
離
れ
て
ア
デ
レ
ー
ド

を
観
光
し
ま
し
た
。
空
港
へ
つ
い
た
際
は
外
は
小
雨
が

降
っ
て
い
た
た
め
、
と
て
も
残
念
な
気
が
し
て
い
ま
し

た
が
、場
所
を
移
動
し
て
い
る
に
つ
れ
、あ
た
り
も
天
気

が
よ
く
な
り
晴
天
に
な
り
ま
し
た
。
気
温
は
だ
い
た
い

三
十
一
度
、
長
袖
の
服
装
で
は
暑
く
て
い
ら
れ
な
い
ほ

ど
で
し
た
。最
初
に
見
た「
グ
レ
ネ
ル
グ
ビ
ー
チ
」。
空
と

海
の
色
が
と
て
も
青
く
美
し
い
海
岸
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。外
国
の
砂
も
直
接
手
に
し
て
み
ま
し
た
が
、

白
く
サ
ラ
サ
ラ
と
き
れ
い
で
し
た
。日
本
で
は
今
季
節

は
初
冬
で
す
が
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
初
夏
で
し
た
。

気
温
も
高
い
た
め
、
海
水
浴
を
楽
し
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る

外
国
人
の
方
々
は
と
て
も
き
も
ち
よ
さ
そ
う
で
し
た
。

カ
ン
ガ
ル
ー
島
の
見
学
で
は
ア
デ
レ
ー
ド
市
内
よ
り

セ
ス
ナ
機
約
三
十
分
の
移
動
で
し
た
。
最
初
に
訪
れ
た

所
が
「
シ
ー
ル
ベ
イ
自
然
保
護
区
」
世
界
で
唯
一
野
生

の
ア
シ
カ
を
そ
ば
に
近
寄
り
見
る
こ
と
が
で
き
る
砂
浜

で
し
た
。
メ
ス
の
ア
シ
カ
は
三
日
間
海
に
出
た
後
、
三

日
間
砂
浜
で
休
息
の
繰
り
返
し
で
、
短
い
時
間
子
ど
も

の
ア
シ
カ
達
と
過
ご
す
ら
し
く
、
浜
で
待
っ
て
い
る
子

ど
も
の
ア
シ
カ
も
さ
み
し
そ
う
で
か
わ
い
そ
う
で
し

た
。
カ
ン
ガ
ル
ー
島
で
カ
ン
ガ
ル
ー
が
み
ら
れ
る
だ
ろ

う
と
楽
し
み
に
待
っ
た
と
こ
ろ
、
夜
行
性
の
た
め
見
ら

れ
ず
に
終
わ
り
ま
し
た
。
コ
ア
ラ
も
直
接
抱
け
る
と
一

番
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、抱
く
こ
と
は
一
切
で
き
ず
た
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ハ
ー
バ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
が
見
え
る
港
で

だ
口
を
開
け
て
見
て
い
た
気
が
し
ま
す
。

三
、
四
日
目
は
シ
ド
ニ
ー
市
内
の
見
学
で
し
た
。
今

年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
会
場
と
な
っ
た
会
場
前
に
も
立
ち
寄

り
ま
し
た
。
開
会
式
、
閉
会
式
が
行
わ
れ
た
ス
タ
ジ
ア

ム
十
一
万
人
収
容
で
き
る
会
場
を
外
か
ら
見
学
し
ま
し

た
。
非
常
時
の
際
に
は
約
二
十
分
で
全
員
が
避
難
で
き

る
造
り
を
し
て
い
る
と
聞
き
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
ま

た
、
高
橋
尚
子
選
手
が
優
勝
し
た
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
を

少
し
見
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
な
ど
で
し
か
見
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
ハ
ー
バ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
や
白
い
帆
船
を
イ
メ

ー
ジ
し
て
建
て
ら
れ
た
オ
ペ
ラ
・
ハ
ウ
ス
。実
際
見
て

異
国
地
を
ふ
ん
で
い
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
食
事
も
体
験
し
ま
し
た
。
バ

イ
キ
ン
グ
形
式
が
多
か
っ
た
気
が
し
ま
す
が
、
お
肉
類

も
し
っ
か
り
口
に
し
て
来
ま
し
た
。
全
体
的
に
あ
っ
さ

り
と
し
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
が
、
お
肉
も
食
事
も
や

っ
ぱ
り
日
本
で
食
べ
て
い
る
物
が
お
い
し
く

食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
ド
ル
で
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
は
日
本
円

に
換
算
し
て
悩
み
な
が
ら
勉
強
し
ま
し
た
。

今
回
研
修
の
一
番
の
目
的
、
福
祉
事
情
と

い
う
こ
と
で
、
ホ
ー
ン
ズ
ビ
ー
・
ク
ー
リ
ン

ガ
イ
病
院
を
訪
ね
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

お
よ
び
高
齢
者
ケ
ア
に
つ
い
て
視
察
し
て
き

ま
し
た
。
日
本
の
病
院
と
は
異
な
り
病
院
内

が
離
れ
て
建
て
ら
れ
て
い
る
の
が
と
て
も
印

象
強
か
っ
た
で
す
。
日
本
の
方
よ
り
看
護
婦

さ
ん
は
多
い
ら
し
く
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

入
院
の
際
は
退
院
の
予
定
を
は
っ
き
り
決
め
、
そ
の
期

間
療
養
し
治
し
て
い
く
そ
う
で
す
。
日
本
で
は
医
師
の

診
断
で
行
動
す
る
の
に
対
し
、
診
療
療
法
士
の
診
断
で

行
動
で
き
る
そ
う
で
す
。
退
院
後
の
シ
ス
テ
ム
も
病
院

の
援
助
は
い
ら
ず
「
家
庭
介
護
サ
ー
ビ
ス
」
を
受
け
ら

れ
る
こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。

病
院
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
「
ピ
ン
ク
レ
デ
ィ
介
護
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
七
十
歳
く

ら
い
の
女
性
の
方
が
花
を
生
け
た
り
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
出
会
い
ま
し
た
。
ま
た
、
高
齢

者
の
方
で
も
食
事
の
配
達
サ
ー
ビ
ス
を
車
で
配
達
し
て

い
る
事
を
聞
き
、
驚
き
ま
し
た
。
私
の
イ
メ
ー
ジ
で
は
、

勤
め
て
い
る
方
が
配
達
し
て
各
家
に
サ
ー
ビ
ス
し
て
い

る
イ
メ
ー
ジ
が
と
て
も
大
き
か
っ
た
し
、
老
人
の
方
は

老
人
の
方
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
し
て
い
る
こ
と
を

聞
き
、
生
き
甲
斐
を
も
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま

し
た
。
日
用
品
な
ど
で
ベ
ッ
ト
・
い
す
な
ど
自
宅
で
不

自
由
な
さ
れ
て
い
る
方
へ
家
具
の
貸
し
だ
し
を
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。
高
齢
者
の
多
い
東
由
利
町
内
で

も
こ
ん
な
シ
ス
テ
ム
が
あ
れ
ば
助
か
り
ま
す
。

海
外
研
修
最
終
日
の
夜
、
食
事
を
終
え
一
行
は
ホ
テ

ル
内
に
到
着
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
ホ
テ
ル
内
は
キ
ャ

ン
ド
ル
ナ
イ
ト
。
実
は
夕
方
か
ら
の
停
電
の
た
め
で
し

た
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
使
え
ず
六
階
に
部
屋
の
あ
っ
た

私
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
階
段
で
上
が
り
ま
し
た
が
、
九
階

に
部
屋
の
あ
る
方
は
と
て
も
か
わ
い
そ
う
で
し
た
。
旅

先
で
の
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
は
と
て
も
き
れ
い
で
思
い

出
が
作
れ
ま
し
た
。

今
回
一
週
間
の
研
修
に
参
加
し
て
異
国
の
空
気
や
大

自
然
を
肌
で
感
じ
、
文
化
や
社
会
に
つ
い
て
少
し
で
も

知
り
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
住
み
な
れ
て
い
る
東

由
利
町
と
は
何
か
違
い
ま
し
た
し
、
今
ま
で
以
上
に
視

野
が
大
き
く
な
れ
た
気
が
し
ま
す
。
ま
た
他
町
村
の

方
々
と
交
流
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
の
で
、
こ
の
出

会
い
を
大
切
に
し
た
い
も
の
で
す
。
言
葉
で
は
な
か
な

か
う
ま
く
い
い
表
せ
ま
せ
ん
が
、
今
回
参
加
し
て
よ
か

っ
た
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

初
め
て
の
海
外
、
初
め
て
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ど

ん
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
一
週
間
。
持

ち
物
や
衣
類
に
気
を
と
ら
れ
て
、
海
外
旅
行
に
も
っ
と

大
切
な
英
会
話
や
現
地
の
情
報
収
集
を
疎
か
に
し
て
し

ま
い
、
旅
の
始
ま
り
は
上
々
と
は
い
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
日
本
じ
ゃ
な
い
」
と
初
め
に
思
っ
た
の
は
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
行
き
の
カ
ン
タ
ス
航
空
に
搭
乗
し
た
時
で
し

た
。
客
室
乗
務
員
は
ほ
ぼ
男
性
で
、
顔
か
ら
見
た
国
籍

も
様
々
。
後
に
現
地
ガ
イ
ド
さ
ん
か
ら
の
説
明
で
、
力

仕
事
に
立
ち
仕
事
、
そ
れ
が
長
時
間
に
わ
た
る
こ
の
仕

事
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
男
性
が
す
る
も
の
と
相
場

が
決
ま
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
現
地
国
内
線
に
搭
乗
し

た
と
き
も
そ
う
で
し
た
。

初
日
、
ア
デ
レ
ー
ド
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
五
番
目
の

規
模
）。バ
ス
に
乗
っ
て
の
市
内
観
光
。一
般
の
民
家
は

ほ
ぼ
一
定
の
大
き
さ
で
レ
ン
ガ
や
石
造
り
の
平
屋
建
て
。

家
の
大
き
さ
と
同
じ
か
そ
れ
以
上
の
庭
を
も
っ
て
い
ま

す
。
家
の
脇
に
大
き
な
木
が
植
え
ら
れ
て
い
て
敷
地
の

周
囲
は
植
木
だ
っ
た
り
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
フ
ェ
ン
ス
と
呼

ば
れ
る
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
特
有
の
フ
ェ
ン
ス
で
仕
切

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
家
が
並
び
、
広
い
道

路
と
共
に
区
画
整
理
さ
れ
た
町
並
み
が
続
き
ま
す
。
道

路
の
中
央
分
離
帯
も
車
が
二
台
は
走
れ
そ
う
な
ぐ
ら
い

広
く
、木
や
植
物
、芝
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
く
さ

ん
家
が
あ
る
の
に
、
た
く
さ
ん
緑
も
あ
る
。
ゆ
っ
く
り

と
し
た
間
隔
、満
喫
、満
喫
ｉ
ｎ
ア
デ
レ
ー
ド
。

向
か
う
先
は
ブ
レ
ネ
ル
グ
海
岸
。
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
海
岸
最
初
の
移
民
二
百
六
十
九
名
を
乗
せ
た
イ
ギ
リ

ス
の
黒
船
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
号
が
一
八
三
六
年
た
ど
り
つ

い
た
地
。
歴
史
の
浅
い
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
が
始

ま
っ
た
所
。
日
本
海
岸
と
も
太
平
洋
岸
と
も
ま
る
で
違

う
海
岸
。
青
い
海
と
白
い
浜
、
桟
橋
。
絵
葉
書
の
よ
う

で
し
た
。

二
日
目
、
ア
デ
レ
ー
ド
か
ら
セ
ス
ナ
で
三
十
分
の
大

自
然
と
野
生
動
物
の
宝
島
と
呼
ば
れ
る
カ
ン
ガ
ル
ー

島
。
人
口
が
四
千
五
百
人
に
対
し
て
羊
が
百
万
匹
。
カ

ン
ガ
ル
ー
は
と
い
う
と
車
に
轢
か
れ
て
い
た
一
匹
に
し

か
お
目
に
か
か
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
は
こ
の
研
修

旅
行
一
番
の
残
念

な
こ
と
で
し
た
。

し
か
し
、
羊
と
コ

ア
ラ
と
野
生
の
南

ア
シ
カ
に
は
た
く

さ
ん
あ
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
本
当

に
大
自
然
！
。
遠

く
か
ら
見
る
と
ラ
ク

ダ
に
見
え
る
リ
マ
ー

カ
ブ
ル
・
ロ
ッ
ク

ス
。
花
崗
岩
の
巨
大

な
奇
岩
群
で
周
辺
の

景
色
と
共
に
絶
景
で

し
た
。
満
喫
、
満
喫
。

三
日
目
、シ
ド
ニ
ー
。バ
ス
の
中
か
ら
の
市
内
観
光
を

し
な
が
ら
、
終
わ
っ
た
ば
か
り
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
会
場

へ
。
開
・
閉
会
式
場
、
水
泳
、
野
球
、
柔
道
の
会
場
を
外

観
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
初
の
生

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
会
場
で
し
た
。
テ
レ
ビ
で
見
て
い
た
も

の
が
目
の
前
に
。会
場
ま
で
の
道
に
は
、マ
ラ
ソ
ン
コ
ー

ス
の
青
い
ラ
イ
ン
が
今
で
も
く
っ
き
り
と
。
記
録
と
記

憶
に
残
る
た
た
か
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
、
そ
ん
な
異

国
の
地
に
自
分
が
い
る
こ
と
が
不
思
議
で
し
た
。

四
日
目
、
ホ
ー
ン
ズ
ビ
ー
・
ク
ー
リ
ン
ガ
イ
・
ホ
ス

ピ
タ
ル
訪
問
。
シ
ド
ニ
ー
北
部
の
ホ
ー
ン
ズ
ビ
ー
地
区

と
ク
ー
リ
ン
ガ
イ
地
区
の
ヘ
ル
ス
サ
ー
ビ
ス
施
設
で
、

ホ
ス
ピ
タ
ル
（
病
院
）
と
は
い
う
も
の
の
、
平
均
在
院

日
数
は
五
日
ほ
ど
の
高
齢
者
や
障
害
者
を
再
出
発
さ
せ

る
よ
う
な
と
こ
ろ
。

高
齢
者
ケ
ア
評
価
チ
ー
ム
（
医
者
、
看
護
婦
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
作
業
療
法
士
、
医
学
療
法
士
、
事

務
職
員
）
が
あ
り
、
自
宅
介
護
や
ホ
ス
テ
ル
、
ナ
ー
シ

ン
グ
ホ
ー
ム
に
入
居
を
考
え
て
い
る
高
齢
者
、
障
害
者

に
対
し
て
、
評
価
・
情
報
・
助
言
・
援
助
を
提
供
し
た

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
で
、
そ
の
人
に
必
要
な
も

の
、
依
頼
さ
れ
た
こ
と
を
提
供
し
ま
す
。
例
え
ば
お
風

呂
の
安
全
性
に
つ
い
て
の
評
価
は
作
業
療
法
士
に
、
移

動
動
作
の
評
価
に
つ
い
て
は
理
学
療
法
士
に
割
り
振
ら

れ
ま
す
。
評
価
や
家
庭
訪
問
は
患
者
と
介
護
者
や
家
族

と
相
談
し
て
行
わ
れ
る
そ
う
で
す
。
で
き
る
こ
と
は
、

自
分
で
そ
し
て
自
宅
で
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
ケ
ア
や

補
助
健
康
器
具
は
無
料
で
貸
与
す
る
の
で
す
。

医
療
サ
ー
ビ
ス
の
他
に
日
常
生
活
援
助
と
し
て
家
事

援
助
や
配
食
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
全
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
給
仕
し
ま
す
。
そ
の
た
め
た
く
さ
ん
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
い
て
、
そ
の
多
く
が
定
年
を
む
か
え
た

カンガルー島の浜辺

あこがれのオペラハウスをバックに

多
く
の
体
験
よ
り

工
　
藤
　
智
　
恵
（
野
田
）
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シドニーの街角

初
め
て
だ
ら
け
の
旅
は
感
動
い
っ
ぱ
い

オペラハウスから臨む
シドニーの高層ビル

高
齢
者
だ
そ
う
で
す
。
こ
れ
も
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
お
国
柄
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
精
神
が
旺
盛
な
の
で
す
。
そ
の
た
め

仕
事
を
終
え
て
退
職
し
て
か
ら
の
ほ
う

が
大
忙
し
。
す
る
こ
と
が
な
い
な
ら
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
、
が
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
流
な
の
で
す
。（
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
四
〜
五
万
人
い

た
そ
う
で
す
）
介
護
さ
れ
る
の
も
年
配

者
な
ら
、介
護
す
る
の
も
年
配
者
。
七

十
歳
で
ピ
ン
ク
色
の
制
服
を
着
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
（
ピ

ン
ク
レ
デ
ィ
）も
施
設
内
で
色
々
な
給
仕
の
お
仕
事
を

楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
し
た
。
国
が
違
え
ば
福
祉
も
違

う
の
は
当
然
と
思
い
な
が
ら
、老
後
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
よ
う
な
環
境
が
理
想
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

あ
っ
と
い
う
間
の
一
週
間
。
結
団
式
で
の
言
葉
「
森

に
行
っ
て
森
を
見
ず
と
い
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
」
を

念
頭
に
、
私
な
り
に
貧
欲
に
こ
の
海
外
研
修
を
満
喫
し

て
き
ま
し
た
。
ジ
ャ
カ
ラ
ン
タ
の
紫
色
の
綺
麗
な
花
が

至
る
と
こ
ろ
に
咲
い
て
い
ま
し
た
。
オ
ー
ジ
ー
ビ
ー
フ

に
は
三
日
目
に
し
て
や
っ
と
お
目
に
か
か
れ
ま
し
た
。

千
畑
、
大
内
、
南
外
の
皆
さ
ん
と
も
仲
良
く
な
れ
ま
し

た
。
同
町
内
の
方
と
も
よ
り
親
し
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
海
外
研
修
が
今
回
で
十
回
目
を
む
か
え
、
そ
し

て
最
後
と
聞
き
と
て
も
残
念
に
思
い
ま
す
。
も
っ
と
た

く
さ
ん
の
人
に
こ
の
よ
う
な
研
修
を
体
験
し
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
再
度
こ
の
研
修
に
参
加
す
る
た

め
に
多
大
な
協
力
を
し
て
く
れ
た
方
々
に
感
謝
し
た
い

で
す
。

11
月
16
日

初
め
て
の
海
外
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
な
の
か
、
目

覚
ま
し
時
計
の
な
る
前
に
起
き
て
し
ま
っ
た
。
前
日
か

ら
の
長
期
外
泊
の
準
備
も
な
ん
と
か
こ
な
し
て
迎
え
の

車
を
待
つ
。
同
町
の
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
秋
田
空
港
に

向
か
い
、
他
三
町
村
の
メ
ン
バ
ー
と
空
港
で
合
流
、
二

回
目
の
対
面
と
な
っ
た
。
正
直
な
と
こ
ろ
人
見
知
り
を

す
る
自
分
に
と
っ
て
ほ
と
ん
ど
が
面
識
の
な
い
方
ば
か

り
の
研
修
で
大
丈
夫
な
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
不
安
も
感

じ
た
が
、
そ
の
不
安
も
今
思
え
ば
徒
労
に
終
わ
っ
た
な

と
改
め
て
感
じ
る
。

生
ま
れ
て
初
め
て
の
飛
行
機
に
乗
り
、
羽
田
に
向
か

う
中
、
耳
鳴
り
に
苦
し
み
ど
う
な
る
こ
と
か
と
思
っ
た

が
解
消
の
仕
方
を
教
え
て
も
ら
い
ほ
っ
と
し
た
。
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
見
た
限
り
で
は
、
あ
る
程
度
の
余
裕
が
あ

る
と
思
わ
れ
た
初
日
は
、
何
か
と
ば
た
ば
た
し
て
い
て

全
く
休
む
暇
が
な
か
っ
た
。
初
め
て
づ
く
し
の
初
日
の

終
わ
り
は
機
内
泊
。
眠
れ
な
い
。

11
月
17
日

慣
れ
て
い
る
人
で
も
疲
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
長
時
間
機
内
滞
在
が
や
っ
と
終
わ
り
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
地
に
降
り
た
つ
。
初
め
て
の
海
外
と
い
う
喜

び
以
前
に
、
風
呂
に
入
れ
な
か
っ
た
と
い
う
不
快
感
と

十
分
に
と
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
睡
眠
に
よ
っ
て
疲

れ
て
い
た
。
一
緒
に
行
っ
た
方
も
同
様
の
よ
う
で
、
ツ

ア
ー
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
の
太
田
さ
ん
は
元
気
に
説
明
を
こ

な
す
の
だ
が
、
聞
い
て
い
る
方
に
覇
気
が
な
い
。
と
り

あ
え
ず
、
来
た
か
ら
に
は
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
し
、
吸

収
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
自
分
に
少
々
の
喝
を
入
れ
、

二
日
目
の
始
ま
り
だ
。

着
い
て
早
々
思
っ
た
こ
と
な
の
だ
が
、
こ
の
国
は
煙

草
に
つ
い
て
か
な
り
敏
感
な
よ
う
で
、
屋
内
で
吸
え
る

所
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
く
ら
い
禁
煙
だ
ら

け
で
あ
る
。
秋
田
か
ら
出
発
し
て
以
来
、
自
称
愛
煙
家

で
あ
る
私
に
と
っ
て
、
こ
れ
以
上
は
辛
い
。
長
い
空
港

の
通
路
を
通
り
出
口
脇
の
灰
皿
を
や
っ
と
の
思
い
で
見

つ
け
吸
う
事
が
で
き
た
。
あ
ま
り
の
お
い
し
さ
に
感
激

し
て
し
ま
っ
た
。

シ
ド
ニ
ー
に
到
着
し
空
港
か
ら
国

内
線
に
向
か
っ
て
バ
ス
で
移
動
、自
分

の
足
で
周
り
を
ゆ
っ
く
り
見
回
し
な

が
ら
歩
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強

い
の
だ
が
初
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
詰
ま
っ
て
い
る
よ
う

な
の
で
次
の
機
会
に
と
っ
て
お
こ
う
。

飛
行
機
を
乗
り
継
ぎ
ア
デ
レ
ー
ド

に
着
い
た
。
シ
ド
ニ
ー
は
雨
模
様
だ
っ
た
が
、
ア
デ
レ

ー
ド
は
正
反
対
の
快
晴
で
気
温
は
34
℃
を
示
し
て
い
た
。

こ
こ
に
着
く
ま
で
は
、
東
由
利
を
出
て
き
た
ま
ま
の
厚

着
の
ま
ま
で
あ
っ
た
が
と
て
も
耐
え
ら
れ
ず
、
上
着
を

脱
ぎ
長
袖
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
腕
ま
く
り
し
て
暑
さ
を
凌

ぐ
。
そ
れ
に
し
て
も
暑
い
。
現
地
案
内
人
の
方
に
聞
い

た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
シ
ド
ニ
ー
と
ア
デ
レ
ー
ド
の
天

候
は
正
反
対
に
な
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
現
地
人
に
と

っ
て
は
当
た
り
前
の
こ
と
の
よ
う
だ
。

バ
ス
に
乗
り
、
海
に
着
い
た
。
雲
一
つ
な
い
空
、
エ

メ
ラ
ル
ド
ブ
ル
ー
の
透
き
通
る
よ
う
な
海
、
開
放
感
に

あ
ふ
れ
た
海
岸
の
風
景
と
そ
れ
に
マ
ッ
チ
し
た
広
々
と

し
た
町
並
み
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
文
句
の
つ
け
よ
う
の

な
い
景
色
で
あ
る
。
ア
デ
レ
ー
ド
で
は
か
な
り
有
名
な

場
所
で
あ
る
の
か
、
と
に
か
く
人
が
多
い
。
か
な
り
の

割
合
で
現
地
の
人
が
多
い
し
み
ん
な
一
様
に
天
気
の
良

い
海
岸
で
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
だ
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
も
本
日
は
平
日
な
の
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
ビ

デ
オ
を
撮
っ
て
い
る
と
高
校
生
な
の
か
大
学
生
な
の
か

分
か
ら
な
い
が
、
大
勢
の
学
生
に
声
を
か
け
ら
れ
た
。

笑
っ
て
返
す
し
か
な
か
っ
た
が
、
と
て
も
フ
レ
ン
ド
リ

ー
な
雰
囲
気
に
感
激
し
た
。
日
本
人
に
は
な
い
感
覚
の

よ
う
に
思
う
。

11
月
18
日

ア
デ
レ
ー
ド
２
日
目
、
履
い
て
き
た
靴
が
歩
き
に
く

い
た
め
朝
早
く
に
起
き
、
ホ
テ
ル
隣
の
ス
ー
パ
ー
に
靴

購
入
の
た
め
に
向
か
っ
た
。
入
っ
て
は
み
た
も
の
の
、

食
品
売
り
場
と
生
活
用
品
売
り
場
が
隔
て
ら
れ
て
い
て

行
き
来
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
レ
イ
ア
ウ
ト
に
な
っ
て

い
て
、
入
口
と
出
口
も
違
い
、
入
る
時
は
簡
単
だ
が
、

レ
ジ
を
通
過
し
な
い
と
出
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が

後
で
分
か
っ
た
。
そ
の
場
は
仕
方
が

な
い
の
で
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
と

さ
し
て
必
要
で
も
な
い
ボ
ー
ル
ペ
ン

セ
ッ
ト
を
購
入
し
、
店
を
出
る
こ
と

が
で
き
た
。
万
引
き
対
策
な
の
だ
ろ

う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
日
本
は
平

和
な
国
で
あ
る
こ
と
が
ス
ー
パ
ー
を

見
る
こ
と
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
そ

の
後
セ
ス
ナ
に
乗
り
カ
ン

ガ
ル
ー
島
と
い
う
所
ま
で

行
き
、
野
生
の
ア
シ
カ
や

コ
ア
ラ
を
見
物
し
た
。
セ

ス
ナ
の
古
さ
に
驚
い
た
の

だ
が
コ
ク
ピ
ッ
ト
に
ガ
ム

テ
ー
プ
が
貼
ら
れ
て
い
た

の
に
は
正
直
な
所
怖
か
っ

た
。

11
月
19
日

ア
デ
レ
ー
ド
に
別
れ
を

告
げ
シ
ド
ニ
ー
に
む
か
っ
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
タ
ジ

ア
ム
を
見
物
し
マ
ラ
ソ
ン
目
印
の
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
を
見

た
。
テ
レ
ビ
で
見
て
い
た
場
所
が
目
の
前
に
あ
る
。
感

慨
深
い
。

11
月
20
日

福
祉
に
つ
い
て
は
今
ま
で
仕
事
で
も
関
わ
っ
た
事
が

な
か
っ
た
の
で
詳
し
く
は
分
か
ら
な
い
が
、
病
院
施
設

を
視
察
し
た
。
施
設
で
従
事
し
て
い
る
職
員
の
方
は
お

医
者
さ
ん
を
初
め
患
者
さ
ん
と
の
密
接
な
関
係
を
築
き

上
げ
て
い
て
、
信
頼
関
係
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ

と
が
よ
く
分
か
っ
た
。
こ
の
病
院
は
福
祉
施
設
と
し
て

の
機
能
も
兼
ね
て
い
て
、
高
齢
者
に
対
す
る
家
庭
介
護

等
に
も
力
を
入
れ
て
い
た
。
高
齢
者
ケ
ア
に
お
い
て
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
協
力
体
制
が
整
っ
て
い
て
、
病

院
の
方
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
い
な
け
れ
ば
、
も
は

や
運
営
が
成
り
立
た
な
い
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
る
と
い

う
事
だ
っ
た
。

は
た
し
て
日
本
で
こ
の
よ
う
な
体
制
を
築
く
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
福
祉

事
情
の
充
実
ぶ
り
に
感
激
を
抱
き
な
が
ら
も
将
来
の
日

本
の
福
祉
に
一
抹
の
不
安
を
抱
い
た
。
行
政
が
理
解
さ

れ
る
制
度
を
構
築
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は

当
然
の
事
で
あ
る
が
、
一
般
の
方
々
の
前
向
き
な
気
持

ち
と
協
力
体
制
が
な
け
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
更
に
世
界
に

も
例
を
見
な
い
よ
う
な
高
齢
化
社
会
に
突
入
し
て
い
く

日
本
に
す
ば
ら
し
い
未
来
は
拓
け
な
い
の
で
は
な
い
の

だ
ろ
う
か
。

異
文
化
に
ふ
れ
て

高
　
沢
　
　
　
稔
（
黒
渕
）
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一
月
六
日
、
恒
例
の
消
防
出
初

式
が
げ
ん
き
館
で
行
わ
れ
、
畠
山

勉
団
長
を
は
じ
め
消
防
団
員
、
婦

人
消
防
隊
員
、
本
荘
消
防
署
東
由

利
分
署
の
署
員
な
ど
約
百
八
十
名

が
参
列
し
ま
し
た
。

式
で
は
、
無
火
災
を
祈
願
し
た

く
す
玉
が
割
ら
れ
、
君
が
代
を
斉

唱
し
た
あ
と
、
町
長
を
先
頭
に
団

長
来
賓
の
観
閲
が
行
わ
れ
、
各
団

が
期
待
に
応
え
る
か
の
よ
う
に
気

を
引
き
締
め
、
観
閲
に
敬
礼
を
し

て
い
ま
し
た
。

観
閲
の
あ
と
に
は
、
表
彰
と
感

謝
状
贈
呈
が
行
わ
れ
、
永
年
勤
続

し
た
団
員
や
模
範
団
員
が
表
彰
を

受
け
、
退
職
団
員
と
消
防
施
設
用

地
協
力
者
に
は
町
長
か
ら
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

式
の
終
盤
に
は
、
受
賞
者
を
代

表
し
て
二
十
五
年
勤
続
表
彰
を
受

け
た
阿
部
副
団
長
が
、「
栄
誉
あ

る
表
彰
を
受
け
感
激
を
新
た
に
使

命
の
重
大
さ
を
痛
感
し
、
今
後
団

長
を
中
心
と
し
て
一
致
団
結
し
、

消
防
精
神
の
高
揚
に
務
め
町
民
の

生
命
財
産
を
守
る
た
め
一
層
の
精

進
を
誓
う
」と
答
辞
を
述
べ
る
と
、

参
加
者
一
同
が
無

火
災
を
祈
願
し
万

歳
三
唱
を
し
て
式

を
閉
じ
ま
し
た
。

有
事
の
際
に

は
、
消
防
署
員
や

消
防
団
員
の
消
火

活
動
の
技
術
や
早

さ
が
向
上
す
る
こ

と
も
大
切
で
す

が
、
何
よ
り
も
住

民
み
ん
な
が
互
い
に
気
を
つ
け
普

段
か
ら
火
災
の
予
防
に
努
め
る
こ

と
が
大
事
大
切
で
す
。
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平
成
十
三
年

消
防
出
初
式

秋田県知事表彰                                                                
　　25年勤続表彰　　　　　　副団長　　阿　部　陽　悦  
　　20年勤続表彰　第４分団　副分団長　石　渡　次　雄 
　　　　　　　　　第５分団　副分団長　佐々木　安　彦  
秋田県消防協会長表彰                                                          
　　勤続章（15年）第１分団　部　長　　長谷山　　　肇 
　　　　　　　　　　 〃　　　班　長　　佐　藤　太智雄 
　　　　　　　　　第２分団　部　長　　長谷山　　　満 
　　　　　　　　　　 〃　　　団　員　　荘　野　和　浩 
　　　　　　　　　第３分団　団　員　　畠　山　正　光  
　　精勤章（10年）第１分団　団　員　　渡　辺　利　宏 
　　　　　　　　　第２分団　　〃　　　小　野　久　一 
　　　　　　　　　第４分団　　〃　　　遠　藤　　　清 
　　　　　　　　　第５分団　　〃　　　佐々木　　　興 
　　　　　　　　　第５分団　　〃　　　佐々木　　　直 
　　　　　　　　　第５分団　　〃　　　小　野　正　志 
　　　　　　　　　第５分団　　〃　　　小　野　裕　明  
東由利町長表彰                                                                
　　模範団員　　　第１分団　団　員　　鎌　田　　　敏 
　　　　　　　　　第４分団　　〃　　　遠　藤　誠　功 
　　　　　　　　　　 〃　　　　〃　　　遠　藤　弘　幸 
　　　　　　　　　第５分団　　〃　　　大　庭　宏　尚  
東由利町消防団長表彰                                                          
　　甲種精勤章　　第５分団　団　員　　遠　藤　正　人 
　　　　　　　　　　 〃　　　　〃　　　佐々木　良　一  
　　乙種精勤章　　第３分団　団　員　　畠　山　英　吉 
　　　　　　　　　　 〃　　　　〃　　　畠　山　成　春 
　　　　　　　　　第５分団　　〃　　　小　松　哲　也 
　　　　　　　　　　 〃　　　　〃　　　阿　部　清　隆  
東由利町長感謝状                                                              
　　退職団員　　　　　　　　前分団長　小　松　俊　一 
　　　　　　　　　　　　　　　 〃　　　畠　山　金　悦 
　　　　　　　　　　　　　　前部長　　遠　藤　富　作 
　　　　　　　　　　　　　　前団員　　阿　曾　寛　二 
　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　畠　山　芳　一 
　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　阿　部　　　忍 
　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　佐々木　幸　浩  
　　消防施設用地協力者　　　舟　木　　大　庭　時　雄  
 

受 賞 者 名 簿 （敬称略） 

▲石綿副団長の号令のもと全団員が敬礼

▲無火災祈願のくす玉
が会場に垂れ下がる

▲�町長来賓の観閲に気
が引き締まる
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申
告
に
必
要
な
書
類
な
ど

申
告
相
談
に
は
次
の
書
類
が
必
要
で

す
。

【
給
与
収
入
や
年
金
収
入
の
あ
る
人
】

源
泉
徴
収
票
（
給
与
、
公
的
年
金
）

【
事
業
を
営
ん
で
い
る
人
（
不
動
産
貸

し
付
け
を
含
み
ま
す
）】

収
入
、
経
費
が
分
か
る
帳
簿
や
、
領
収

書
、
通
帳
、
精
算
書
な
ど
。（
帳
簿
が
な

い
場
合
は
、
項
目
ご
と
に
合
計
し
て
く
だ

さ
い
。）

【
農
　
家
】

①
所
得
標
準
で
申

告
す
る
中
、
小
規

模
農
家

農
業
事
前
調
査

書
を
提
出
し
て
い
な
い
場
合
は
、
事
前
調

査
書
に
記
入
し
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

②
収
支
計
算
で
申
告
す
る
農
家
（
葉
た
ば

こ
生
産
農
家
を
含
み
ま
す
）

農
業
所
得
計
算
ノ
ー
ト
の
あ
る
人
は
記

入
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。
な
い
人
は
、
収

入
や
経
費
が
分
か
る
精
算
書
、
通
帳
、
領

収
書
な
ど
。（
で
き
る
だ
け
、
項
目
ご
と

に
合
計
し
て
く
だ
さ
い
。）

【
そ
の
他
】

保
険
の
満
期
、
土
地
建
物
等
の
売
却
、

立
木
の
売
却
な
ど
の
収
入
が
あ
っ
た
人

は
、
収
入
額
や
、
売
却
な
ど
に
伴
っ
て
支

払
っ
た
登
記
費
用
な
ど
、
経
費
金
額
の
分

か
る
書
類
が
必
要
で
す
。

《
一
般
的
な
も
の
》

印
鑑
、
生
命
保
険
料
・
損
害
保
険
料
の

控
除
証
明
書
、
医
療
費
の
領
収
書
、
寄
付

金
の
領
収
書
な
ど
。（
扶
養
家
族
の
内
、

大
学
生
な
ど
で
住
所
が
町
内
に
な
い
場
合

は
、
税
務
課
で
は
把
握
で
き
な
い
の
で
、

申
告
の
時
に
忘
れ
ず
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。）

※
　
住
宅
資
金
の
借
入
が
あ
っ
た
人
は
、

所
得
税
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受

け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。
該
当
す
る
場
合
は
添
付
書

類
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

二
月
十
三
日
か
ら
杉
森
会
館
を
皮
切
り
に
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
程
表
を
確
認
の
う
え
、
指
定
さ
れ
た
会
場
で
申
告
相
談
さ
れ
る
よ
う
に
ご
協
力

願
い
ま
す
。
た
だ
し
ど
う
し
て
も
都
合
が
つ
か
な
く
指
定
以
外
の
会
場
で
受
付
さ
れ

る
場
合
は
、
予
め
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
税
務
署
で
受
付
さ
れ
る

方
は
、
案
内
通
知
等
で
日
程
等
確
認
の
う
え
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
申
告
は
、
所
得
税
や
町
県
民
税
の
計
算
基
礎
の
ほ
か
、
い
ろ
い
ろ
な
公
的
負

担
金
な
ど
の
算
出
な
ど
に
も
使
わ
れ
ま
す
の
で
大
変
重
要
で
す
。
誤
り
の
無
い
よ
う

前
も
っ
て
、
源
泉
徴
収
票
や
必
要
な
書
類
な
ど
を
準
備
し
て
臨
ま
れ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

【申告の必要がない場合】
次に当てはまる場合は、申告の必要はありません。
☆平成12年中に収入がまったく無かった場合
★平成12年中の収入が給与だけで、勤務先で年末調整
を行った場合
注）給与を２ヶ所以上から支給されている場合は、
通常申告が必要です。

☆平成12年中の収入が公的年金だけの場合で、
・65歳以上の人は、年金収入が228万円以下の場合
・65歳未満の人は、 〃 108万円以下の場合
★平成12年中の収入が給与と公的年金だけの場合で、
給与は→１ヶ所だけで、勤務先で年末調整を行っ

ている場合
年金は→・65歳以上の人は、年金収入が140万円以

下の場合
・65歳未満の人は、 〃 70万円以
下の場合

※申告の必要がない場合でも、概ね10万円以上の医療費
を支払った場合や、住宅資金の借入があった人などは
所得税が還付になる場合がありますのでご相談くださ
い。なお、医療費は保険等の補てん金控除後の額です。
税務署へ所得税の確定申告書を提出した人は、町へ
申告する必要はありません。

平成13年度より、町税の口座振替ができるようになります。
振替対象税目→軽自動車税・固定資産税・個人町県民税（普通徴収）・国保税
取扱金融機関→秋田しんせい農協・羽後信用金庫・北都銀行・秋田銀行
☆振替依頼書の受付は間もなく開始します。

お問い合わせは税務課まで（�６９－２１１１）

町税の口座振替を始めます
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名
前
の
由
来
は

「
繊
細
で
き
れ
い
と
い
う
意
味
を
持
つ
『
紗
』

と
い
う
字
を
選
び
、『
さ
や
』
と
い
う
名
前

に
漢
字
を
あ
て
ま
し
た
」

好
き
な
も
の
は

「
う
ど
ん
が
大
好
き
で
す
。
う
ど
ん
を
食
べ

る
と
き
は
、
遊
ば
な
い
で
上
手
に
夢
中
に

な
っ
て
食
べ
ま
す
」

最
近
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は

「
最
近
保
育
園
の
す
べ
り
台
で
変
わ
っ
た
遊

び
を
し
て
い
ま
す
。
裸
足
で
斜
面
を
逆
か

ら
の
ぼ
り
、
腹
這
い
で
滑
り
落
ち
て
く
る

の
が
気
に
入
っ
て
い
る
み
た
い
で
す
」

将
来
は
ど
ん
な
人
に

「
元
気
で
は
き
は
き
と
し
た
、
活
発
な
子
に

な
っ
て
欲
し
い
で
す
。
ぜ
ひ
何
か
ス
ポ
ー

ツ
を
や
ら
せ
た
い
で
す
ね
」

佐藤紗
さ

弥
や

ちゃん（下小屋）
（１歳）

お父さん：直人さん
お母さん：良子さん

昨
年
十
一
月
十
九
日
、
東
京
都
北
区
滝
野
川
会

館
で
第
十
二
回
在
京
宿
小
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
は
会
員
五
十
八
名
が
参
集
し
、
町
か
ら
は
教

育
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

一
年
に
一
度
、
ふ
る
さ
と
を
偲
び
母
校
の
名
の

も
と
に
集
ま
る
こ
の
会
、
母
校
の
後
身
大
琴
小
学

校
が
今
ま
た
統
合
の
節
目
を
迎
え
た
こ
と
も
あ
り
、

小
学
校
の
話
題
に
な
る
と
寂
し
さ
が
よ
ぎ
る
様
子

で
し
た
。
在
校
生
の
み
ん
な
に
は
、
統
合
の
あ
と

も
変
わ
ら
ず
元
気
に
頑
張
っ
て
欲
し
い
と
応
援
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
会
で
は
、
次
回

も
大
琴
小
卒
業
者
の
皆
さ
ん
多
数
の
参
加
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

母
校
は
い
つ
ま
で
も
心
の
中
に

▲心の母校を胸に記念撮影

仲
間
の
輪
を
広
げ
楽
し
む

い
く
」
と
答
え
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
を
機
会
に
、
自
主
的
な
親
睦

組
織
を
立
ち
上
げ
る
気
運
が
高
ま
り
同
日
、

「
彩
虹
橋
（
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
）」
が
発

足
し
ま
し
た
。
会
で
は
今
後
、
会
員
を
募
り

な
が
ら
具
体
的
な
計
画
を
検
討
し
、
積
極
的

な
活
動
を
展
開
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
な

お
役
員
や
連
絡
先
は
次
の

と
お
り
で
す
。

会
　
長
　
遠
藤
春
花
（
新
町
）

�
六
九
ー
二
〇
八
七

副
会
長
　
大
坂
エ
ヴ
ェ
リ
ン
（
舘
合
新
田
）

会
　
計
　
菊
地
南
実
（
舘
西
）

監
　
査
　
嶽
石
美
華
（
五
海
保
）

お話し：良子さん

国
際
結
婚
に
よ
り
誕
生
し
た
カ
ッ
プ
ル

を
対
象
と
し
た
交
流
会
が
、
一
月
五
日
、
湯

楽
里
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、
こ
れ
ま
で
誕
生
し
た
夫
婦

に
町
が
呼
び
か
け
実
施
し
た
も
の
で
、
合
わ

せ
て
十
一
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

阿
部
町
長
を
交
え
て
の

懇
談
会
に
お
い
て
は
「
税

金
の
負
担
」
や
「
労
働
環

境
」
な
ど
生
活
に
根
ざ
し
た
話
題
が
和
や
か

な
中
に
も
真
剣
に
語
ら
れ
、
町
に
対
し
て
は

制
度
の
わ
か
り
や
す
い
説
明
な
ど
に
つ
い
て

要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
町
長

は
、「
生
活
し
て
い
く
う
え
で
の
共
通
の
障

害
な
ど
に
つ
い
て
、
可
能
な
限
り
支
援
し
て

国
際
理
解
を

す
す
め
る
交
流
会

集まった仲間で
楽しいレクリエーション

在 京 宿 小 会
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食べることが大好きで、給料が出たらさっそく焼き肉や
お寿司を食べに行くという食いしん坊(？)。休みの日には友
達と一緒に食べ歩きドライブをするそうです。人と会話す
るのが好きで、勤めて５ヶ月になるガソリンスタンドの仕
事も、お客さんと接する毎日が楽しいとのこと。飲み会も
大好き。休みが合えば友達数人で誘い合わせてワイワイ。
また、動物園も大のお気に入りで、去年は大森山動物公園
に８回も行ったとか。
とにかく元気で、楽しく話をしてくれた孝子さんでした。

祝沢　佐　藤　孝　子さん（20）

一
月
十
五
日
、
冬
の
伝
統
行
事
の
「
雪
中
田
植
え
」
が
、

湯
出
野
の
長
谷
山
傳
治
郎
さ
ん
と
長
谷
山
昭
一
さ
ん
の
お

宅
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

豊
作
を
願
う
こ
の
行
事
は
、
稲
ワ
ラ
と
ヨ
シ
と
豆
ガ
ラ

の
三
種
類
を
束
ね
て
苗
に
見
立
て
、
十
二
支
に
な
ぞ
ら
え

て
十
二
株
を
植
え
、
そ
の
あ
と
別
に
束
ね
た
稲
ワ
ラ
に
火

を
つ
け
て
病
虫
害
を
払
う
願
い
と
と
も
に
焼
き
ま
す
。
両

長
谷
山
さ
ん
の
家
で
は
一
カ
所
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
以

前
は
田
ん
ぼ
の
あ
る
場
所
ご
と
に
行
っ
た
そ
う
で
す
。

今
で
は
こ
の
伝
統
行
事
を
行
っ
て
い
る
農
家
は
町
内
で

も
少
な
く
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
昔
は
小
正
月
に
多

く
の
家
庭
で
行
っ
た
そ
う
で
す
。

時
代
の
流
れ
と
共
に
農
家
の
職
業
構
成
も
変
わ
り
、
ま

た
米
作
り
の
技
術
進
歩
が
、
自
然
や
神
へ
の
信
仰
を
薄
れ

さ
せ
て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
米
の
一
粒
を
大

切
に
す
る
気
持
ち
を
込
め
た
行
事
に
、
古
き
時
代
が
偲
ば

れ
ま
す
。

豊
作
を
願
う
真
冬
の
田
植
え

か
け
声
勇
ま
し
く

ぼ
ん
で
ん
奉
納

一
月
五
日
、
正
月
恒
例
行
事
の
御
嶽
神
社

梵
天
（
ぼ
ん
で
ん
）
奉
納
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

五
穀
豊
穣
と
家
内
安
全
を
祈
願
す
る
こ
の

祭
り
、
今
年
は
下
通
自
治
会
、
寺
田
自
治
会
、

秋
田
し
ん
せ
い
農
協
の
三
団
体
が
が
ほ
ら
貝

の
合
図
と
共
に
各
地
を
出
発
し
、「
ジ
ョ
ヤ
サ
、

ジ
ョ
ヤ
サ
」
と
掛
け
声
を
あ
げ
な
が
ら
練
り

歩
き
ま
し
た
。

道
中
、
一
行
が
各
家
々
の
戸
口
に
立
ち
寄

っ
て
ぼ
ん
で
ん
唄
を
唄
い
、
大
人
に
は
お
酒
、

子
供
に
は
お
菓
子
な
ど
が
ふ
る
ま
わ
れ
元
気

づ
け
ら
れ
た
勢
い
で
山
頂
の
神
社
を
目
指
し

ま
し
た
。

神
社
に
梵
天
が
到
着
す
る
と
、
待
ち
か
ま

え
る
側
と
奉
納
す
る
側
が
激
し
く
ぶ
つ
か
っ

て
も
み
合
い
、
梵
天
と
恵
比
寿
俵
が
次
々
に

拝
殿
へ
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

無
事
に
奉
納

が
終
わ
っ
た
後

は
、
参
拝
に
訪

れ
た
境
内
の
人

達
に
も
ち
や
ミ

カ
ン
な
ど
が
ま

か
れ
、
大
人
も

子
供
も
夢
中
に

な
っ
て
、
一
年

の
福
を
手
中
に

収
め
て
い
ま
し

た
。

御
嶽
神
社
祭
典

▲各家でふるまいを受け、
また元気に練り歩く

▼ぼんでんと恵比寿俵
が神社に到着

▲福をつかみ取ろうとまかれるもちに手を伸ばす

�
豊
作
を
願
い
雪
の
上
に
植
え
る

（
長
谷
山
傳
治
郎
さ
ん
宅
）

�
儀
式
の
あ
と
の
御
神
酒

（
長
谷
山
昭
一
さ
ん
宅
）

雪 中 田 植 え
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金浦町から

掛魚まつり（たらまつり）
2月4日(日) 9：30～13：00 金浦山神社・勢至公園広場
南部漁業協同組合荷捌所から今年1番の大ダラを2人1組で
担ぎ、金浦山神社に奉納。豊漁と海上安全を祈願する。
●南部漁業協同組合荷捌所
タラの調理実演とタラの販売
●勢至公園広場
タラ汁サービス(一杯200円)、特産品販売、タラ担ぎ
体験等

金浦町産業課　�３８－４３０１

おとなり情報
～本荘由利の催物などを紹介します～

天鷺冬まつり
2月11日(日)～12日(月) 9：00～16：00 天鷺村

昔語り、屋台、体験コーナー（天鷺ぜんまい織、鍛冶、陶芸）
天鷺村　�７４－２５２５

本荘市から

アトリオン室内オーケストラ
メンバーによる室内楽の午後
3月18日(日) 14：00 本荘ボートプラザ・アクアパル
一般1,000円（会員は800円）、中学生以下500円

本荘ボートプラザ・アクアパル　�２２－５６１１

岩城町から

鳥海町から

ナイタースノーボード大会
2月17日(土)、3月17日(土) 鳥海オコジョランドスキー場

16：30 選手受付
17：30 開会式
18：30 競技開始
参加者1名当たり1,000円

鳥海オコジョランドスキー場　�５８－２９３２

由利町から

由利高原雪まつり
2月11日(日) 10：30～14：00

南由利原高原青少年旅行村　ふれあいロッジ
スノーモビル無料試乗会、親子で楽しめる雪上運動会、
ちびっこジャンケン大会、雪中宝さがし　など

由利町企画商工課　�５３－２１１５

よりよき生活習慣で病気を予防する 

Vol
.9

「
レ
バ
ー
の
ゴ
マ
揚
げ
」（
４
人
前
）

《
材
料
》
（
大
…
…
大
さ
じ
、
小
…
…
小
さ
じ
）

豚
レ
バ
ー
２
４
０
ｇ
、
し
ょ
う
ゆ
大
１
杯
強
、
み
り
ん
大
１
杯
強
、

し
ょ
う
が
汁
小
２
杯
、
い
り
ご
ま
２
０
ｇ
、
小
麦
粉
大
２
杯
半
、
サ

ラ
ダ
油
小
４

《
作
り
方
》

豚
レ
バ
ー
は
水
洗
い
し
、
う
す
切
り
に
し
て
し
ょ
う
ゆ
、
し
ょ
う

が
汁
に
つ
け
て
お
く
。
小
麦
粉
と

同
量
の
水
を
入
れ
て
と
き
、
レ
バ

ー
を
つ
け
、
ご
ま
を
ま
ぶ
し
て
油

で
揚
げ
る
。

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

貧
血
は
老
化
を
早
め
、
様
々
な

病
気
の
下
地
と
な
り
ま
す
。
食
事

で
予
防
す
る
に
は
レ
バ
ー
が
最
も

効
果
的
で
す
。
特
有
の
生
く
さ
み

を
押
さ
え
、
家
庭
で
お
い
し
く
食

べ
ら
れ
る
料
理
を
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。

（
小
松
保
健
婦
）

仁賀保町から

スポーツ講演会
2月10日(土) 仁賀保町民体育館
12：00開場、13：00開演

講師：シドニーオリンピック女子柔道48㎏級金メダリスト
田　村　亮　子さん
演題：「最高でも金、最低でも金」

入場料　中学生以下500円、一般1,000円
仁賀保町公民館　�３７－３１２１

12
月
25
日
《
成
分
献
血
》
（
敬
称
略
）

役
場
前

小
松
貢
治
（
舘
合
新
田
）
小
松
喜
恒
（
下

通
）
横
山
広
喜
（
向
田
）
小
松
正
二
（
下

小
路
）
阿
曽
文
彦
（
宇
戸
坂
）
高
橋
重
保

（
舘
合
新
田
）
高
沢
稔
（
黒
渕
）
柴
田
和

尋
（
須
郷
田
）
工
藤
恵
（
中
ノ
沢
）
佐
藤

和
広
（
蔵
）
佐
々
木
信
幸
（
大
琴
）
小
松

和
子
（
山
崎
）
小
松
雄
一
（
松
柴
）
小
松

信
記
（
蔵
）
遠
藤
晃
（
野
田
）
鈴
木
政
雄

（
袖
山
）

●
成
分
献
血
と
は

血
液
中
の
血
漿
や
血
小
板
を
い
た
だ

き
、
赤
血
球
を
体
内
に
返
し
て
や
る
身
体

へ
の
負
担
が
軽
い
献
血
で
す
。
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むし歯のなかった子

には　　　マークが

ついています

～2歳児健診から～

佐
藤
　
唯ゆ

い

人と

く
ん

湯
出
野
（
友
也
さ
ん
）

小
野
　
靖や

す

佳か

ち
ゃ
ん

大
琴
（
良
雄
さ
ん
）

Q．高額サービス費はどのようなときに払い戻されるのですか。
A．要介護者が在宅サービスと施設サービスに対して支払った１ヶ月の自己負担額（１割
負担の額）が、一定の上限額を超えたときに、高額サービス費として、超えた分が介護保
険から払い戻されます。ただし、この自己負担額には施設における食事の負担額や保険給
付外のサービスの利用者負担は含まれません。

■在宅の要介護者（要支援者）の場合 
介護（予防）給付 自己負担 

自己負担限度額 

居宅介護（支援）サービス費 
（在宅サービスの費用） 

（対象外） 
 

（対象外） 
 

福祉用具購入費 

住宅改修費 

サービス計画費 

日常生活費 

1割負担 

高額介護（居 
宅支援）サー 
ビス費として 
払い戻し 

また、高額サービス費の上限額が所
得に応じて次のように設定されていま
す。
①低所得者に該当しない人　　37,200円
②市町村民税世帯非課税者等　24,600円
③老齢福祉年金受給者等　　　15,000円

高額サービス費の該当になる方には、月ごとの給付実績に基づき
「高額サービス費のお知らせ」と支給申請書があらかじめ送付されます。
申請の際には、必要事項を申請書に記入の上、自己負担額を支払っ

た領収書をご持参ください。
申請受付は、役場福祉課の窓口で行っています。

問合せ　福祉課福祉係
�６９－２１１８

阿
部
　
雄ゆ

う

大だ
い

く
ん

横
渡
（
勝
幸
さ
ん
）

伊
東
　
秀

し
ゅ
う

磨ま

く
ん

蔵
（
和
人
さ
ん
）

高
橋
　
由ゆ

香か

里り

ち
ゃ
ん

新
町
（
和
美
さ
ん
）

斉
藤
　
遥は

る

佳か

ち
ゃ
ん

石
高
（
俊
和
さ
ん
）

佐
々
木
雪ゆ

き

乃の

ち
ゃ
ん

新
町
（
明
さ
ん
）

荘
野
　
凌

り
ょ
う

汰た

く
ん

下
小
路
（
康
成
さ
ん
）

小
松
　
音
仁

な
り
と

く
ん

畑
村
（
英
之
さ
ん
）

小
松
　
千ち

尋ひ
ろ

ち
ゃ
ん

石
高
（
嘉
明
さ
ん
）

畠
山
　
幸こ

う

子こ

ち
ゃ
ん

上
通
（
繁
光
さ
ん
）

畠
山
　
礼ら

い

く
ん

寺
田
（
俊
明
さ
ん
）

菊
地
　
那な

奈な

ち
ゃ
ん

大
吹
川
（
晃
さ
ん
）



■
監
視
カ
メ
ラ

町
内
で
一
番
早
く
牛
舎
に
監
視
カ
メ

ラ
を
取
り
付
け
た
の
は
、
鈴
木
和
夫
さ

ん
（
沼
）
で
あ
る
。

私
が
そ
の
カ
メ
ラ
で
牛
の
お
産
を
見

た
の
は
、
設
置
か
ら
相
当
に
月
日
の
過

ぎ
た
、
小
雪
が
舞
う
平
成
十
年
の
大
寒

の
夕
暮
れ
だ
っ
た
。

鈴
木
さ
ん
宅
の
居
間
で
お
ば
あ
さ
ん

が
テ
レ
ビ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
牛
舎
に
切

り
替
え
て
く
れ
、
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
離
れ
て
い
る
畜
舎
内
と
牛
、
そ
し
て

立
ち
働
い
て
い
る
鈴
木
さ
ん
夫
妻
が
映

し
出
さ
れ
た
。
予
想
以
上
に
明
る
い
映

像
に
つ
い
、「
コ
レ
ダ
バ
牛
だ
け
で
な

く
、
人
の
働
き
具
合
も
監
視
で
き
る
シ

ナ
」
と
失
礼
千
万
な
こ
と
を
口
走
り
、

お
ば
あ
さ
ん
に
大
笑
い
さ
れ
た
。

そ
の
う
ち
始
ま
っ
た
お
産
や
生
ま
れ

た
子
牛
の
状
況
を
カ
メ
ラ
は
よ
く
映
し

て
く
れ
る
。「
い
い
も
の
だ
シ
ナ
」
と

言
う
と
、「
便
利
な
も
の
だ
ナ
」
と
お
ば

あ
さ
ん
は
答
え
た
。
確
か
に
便
利
だ
。

居
間
に
居
な
が
ら
常
に
牛
の
観
察
が
出

来
る
か
ら
、
従
来
の
気
苦
労
は
半
減
す

る
だ
ろ
う
。特
に
高
齢
者
や
婦
人
方
に
と

っ
て
は
強
い
味
方
に
な
る
と
思
っ
た
。

や
が
て
母
子
牛
の
世
話
が
終
わ
っ
て

帰
宅
し
た
鈴
木
さ
ん
が
、
安
産
感
謝
の

御
神
酒
を
口
に
し
な
が
ら
、「
カ
メ
ラ

で
牛
を
見
て
変
わ
っ
た
こ
と
が
あ
る
場

合
は
、
携
帯
電
話
で
若
い
人
達
に
連
絡

し
て
対
処
し
て
も
ら
え
ば
、
高
齢
の
方

で
も
牛
飼
い
は
出
来
る
」
等
々
、
豪
快

に
語
る
『
こ
れ
か
ら
の
農
業
論
』
を
聞

い
て
、
私
の
監
視
カ
メ
ラ
初
体
験
の
一

日
は
終
わ
っ
た
。

近
頃
は
佐
藤
好
男
さ
ん
（
葎
沢
）
が

有
線
、
佐
藤
貴
志
さ
ん
（
八
日
町
）
が

無
線
の
監
視
カ
メ
ラ
を
取
り
付
け
て
、

作
業
効
率
を
上
げ
て
い
る
そ
う
だ
。

牛
舎
の
カ
メ
ラ
は
『
監
視
』
で
は
な

く
『
愛
牛
カ
メ
ラ
』
で
あ
り
『
生
産
向

上
カ
メ
ラ
』
で
あ
る
。

■
初
乳
銀
行

誕
生
直
後
は
じ
め
て
娑
婆
の
空
気
を

吸
っ
た
子
牛
に
大
切
な
の
は
、
出
来
る

だ
け
早
く
母
さ
ん
牛
の
オ
ッ
パ
イ
に
吸

い
付
い
て
沢
山
飲
む
こ
と
だ
。
母
牛
が

お
産
直
後
に
出
す
乳
は
初
乳
と
い
い
、

普
通
の
乳
と
は
違
う
成
分
構
成
で
、
こ

れ
を
飲
む
と
驚
く
ほ
ど
子
牛
は
元
気
に

な
る
。

と
こ
ろ
が
、
母
牛
が
病
気
に
な
っ
た

り
授
乳
を
嫌
っ
た
り
し
て
（
近
頃
人
間

様
に
も
多
い
よ
う
だ
が
）、
子
牛
が
初

乳
を
飲
め
な
い
場
合
は
大
変
に
困
る
。

あ
る
年
の
晩
秋
、
お
産
直
後
の
牛
が

起
立
不
能
に
な
っ
た
と
き
、
斉
藤
先
生

（
当
時
共
済
組
合
駐
在
）
と
そ
こ
の
母

さ
ん
が
懸
命
に
手
当
を
し
て
い
る
間

に
、
私
は
島
の
畑
山
牧
場
へ
初
乳
を
お

願
い
し
に
行
っ
た
。
幸
い
に
も
も
ら
い

受
け
る
こ
と
が
出
来
、
と
ん
ぼ
返
り
を

し
て
子
牛
に
飲
ま
せ
、
急
場
を
切
り
抜

け
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

あ
れ
や
こ
れ
や
で
、
初
乳
に
苦
労
す

る
和
牛
が
案
外
に
多
か
っ
た
た
め
、
平

成
四
年
に
役
場
が
冷
凍
庫
を
用
意
し
、

乳
牛
の
余
分
な
初
乳
を
冷
凍
保
存
し
必

要
な
農
家
に
無
料
で
供
給
す
る
『
初
乳

銀
行
』
を
ジ
ャ
ー
ジ
ー
酪
農
の
畑
山
克

司
さ
ん
（
島
）
に
委
託
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
助
か
っ
た
子
牛
も
多

く
和
牛
農
家
は
一
安
心
し
た
。
た
だ
、

喜
ば
れ
た
の
は
よ
い
が
、
保
存
容
器
の

返
還
が
少
な
く
、
畑
山
さ
ん
と
役
場
畜

産
係
の
職
員
が
容
器
に
な
る
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
を
集
め
る
の
に
苦
労
し
て
い
た
。

銀
行
の
維
持
運
営
は
役
場
の
支
援

と
、
畑
山
さ
ん
の
協
力
に
よ
っ
て
支
え

ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
保
存
初
乳
が
不
足
し
た
と
き

は
、
大
庭
喜
一
郎
さ
ん
（
船
木
）
と
小

野
勲
一
さ
ん
（
下
吹
）
が
、
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
初
乳
を
快
く
補
給
し
て
く
れ
る
。

東
由
利
の
初
乳
銀
行
は
、
役
場
と
酪

農
農
家
が
『
お
互
い
に
頑
張
ろ
う
』
と

和
牛
農
家
に
贈
る
、
声
に
出
さ
な
い
応

援
歌
だ
と
思
う
。
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第20話「進め、畜産」 

鈴木龍太郎・文 

（
せ
せ
ら
ぎ
句
会
））

書
き
入
る
る
文
字
神
妙
に
初
暦
　
　
　
　
　
高
戸
屋
　
小
　
松
　
敏
　
雄

フ
ァ
ッ
ク
ス
の
漫
画
や
り
と
り
冬
休
み
　
　
上
　
里
　
小
　
野
　
石
蕗
子

下
駄
棚
の
サ
イ
ズ
に
合
わ
ぬ
冬
の
靴
　
　
　
五
海
保
　
嶽
　
石
　
レ
　
イ

ま
ま
な
ら
ぬ
足
を
か
ば
ひ
て
雪
掻
き
ぬ
　
　
時
雨
山
　
吉
　
川
　
葉
　
子

塩
蔵
の
わ
ら
び
を
雪
に
把
み
出
す
　
　
　
　
横
小
路
　
小
　
松
　
丈
　
介

刻
も
時
足
り
て
め
で
た
き
大
旦
　
　
　
　
　
秋
田
市
　
嵯
　
峨
　
義
　
之

茶
柱
を
信
じ
た
く
な
る
喜
寿
の
春
　
　
　
　
横
　
渡
　
高
　
橋
　
ヒ
デ
子

初
社
武
運
祈
り
し
縄
の
鈴
　
　
　
　
　
　
　
久
　
保
　
高
　
橋
　
典
　
三

新
世
紀
煤
け
柱
に
注
連
飾
る
　
　
　
　
　
　
小
　
倉
　
遠
　
藤
　
ト
ミ
子

支
え
合
う
日
差
し
求
め
て
は
や
三
日
　
　
　
　
蔵
　
　
阿
　
部
　
澄
　
子

成
人
を
祝
う
祖
父
母
は
初
の
旅
　
　
　
　
　
蔵
新
田
　
小
笠
原
　
ト
　
ミ

冬
至
湯
に
素
直
な
膝
の
欲
し
き
か
な
　
　
　
山
　
崎
　
小
　
松
　
良
　
子

悴
か
め
る
子
の
手
乳
房
に
ひ
き
入
れ
ぬ
　
　
下
小
路
　
小
　
松
　
メ
　
サ

針
の
孔
遠
く
に
据
へ
て
縫
初
　
　
　
　
　
　
蔵
新
田
　
小
笠
原
　
亮
　
子

め
で
た
さ
も
な
か
ば
の
よ
わ
ひ
去
年
今
年
　
舟
　
木
　
大
庭
　
喜
右
衛
門

雪
の
径
歩
巾
諭
し
て
年
始
め
　
　
　
　
　
　
蔵
新
田
　
小
　
野
　
貞
　
子

寝
て
を
り
し
牛
を
起
た
せ
て
梳
き
始
め
　
　
舟
打
場
　
高
　
橋
　
民
治
郎

冬
い
な
づ
ま
水
瓶
納
屋
に
深
睡
り
　
　
　
　
家
ノ
下
　
小
　
松
　
正
　
昭

遠
山
を
墨
染
め
に
し
て
冬
日
落
つ
　
　
　
　
中
　
通
　
小
　
松
　
順
之
助

食
細
き
二
人
に
余
る
煮
大
根
　
　
　
　
　
　
横
小
路
　
宮
　
野
　
源
二
郎



今
か
ら
四
十
年
程
前
の
木
材
価

格
は
石
当
り
一
万
円
で
、
山
か
ら

の
収
入
で
生
活
で
き
た
し
、
米
プ

ラ
ス
林
業
と
し
て
十
分
に
成
り
立

つ
時
代
で
し
た
。
今
は
木
材
価
格

が
極
端
に
下
落
を
続
け
、
森
林
へ

の
関
心
が
遠
の
き
ま
し
た
。
家
を

建
て
る
と
き
に
も
、
自
家
山
林
か

ら
の
ス
ギ
材
を
使
わ
ず
外
材
へ
の

依
存
が
多
く
な
り
、
国
産
材
の
自

給
率
が
二
割
（
秋
田
県
五
割
）
と

下
が
る
一
方
で
す
。
こ
の
ま
ま
で

は
未
来
の
夢
を
託
し
た
ス
ギ
林
は

荒
廃
し
て
し
ま
い
ま
す
。

私
ど
も
山
村
の
住
民
は
、
森
林

と
共
生
し
な
が
ら
森
林
の
活
力
に

支
え
ら
れ
て
き
た
し
、
こ
れ
か
ら

も
森
林
の
価
値
を
見
直
し
て
生
き

て
い
く
事
が
大
切
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
自
分
の
先
祖
が
、
ま
た

自
分
が
育
て
た
ス
ギ
林
か
ら
、
昔

な
が
ら
に
こ
の
木
は
柱
こ
の
木
は

梁
と
立
木
を
選
ん
で
伐
倒
し
製
材

乾
燥
し
て
、
家
を
建
て
る
事
が
地

域
材
（
東
由
利
の
ス
ギ
）
の
消
費

拡
大
に
つ
な
が
り
、
用
材
生
産
基

地
へ
と
大
き
く
発
展
す
る
と
思
い

ま
す
。
ま
た
町
な
ど
で
も
、
公
共

施
設
へ
の
地
域
材
利
用
を
促
進
し

て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

（
町
林
業
懇
話
会
会
長

佐
藤
恒
悦
氏
）
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　林業 
 だより 

地
域
材
の

利
用
促
進

（乾燥材）

（乾燥材）

木
材
共
販
市
況

径　　　級 単　価（石） 備　　考

直材30cm上

24～28cm

14～22cm

13cm下

曲　り　材

4,200

4,100～4,200

このところの冷え込みによる製材工程の落ち込みから、量
産工場が14～22cmの乾燥材に買い気を見せた。反面、豊
富な在庫からか生材は全く引き合いなし。

（
平
成
十
三
年
一
月
・
平
均
価
格
）

四
五
年
生
〜
五
五
年
生

四
四

親
ま
さ
り

む
か
し
む
か
し
、
智
者
鶴
に
金
太

と
い
う
百
姓
が
い
ま
し
た
。
日
ご
ろ

話
の
大
げ
さ
な
と
こ
ろ
か
ら
、
む
ら

の
み
ん
な
は
「
ほ
ら
吹
き
金
太
」
と

呼
ん
で
い
る
の
で
し
た
。

こ
の
ほ
ら
吹
き
金
太
の
う
わ
さ
を

耳
に
し
た
の
が
、
こ
れ
ま
た
金
太
に

輪
を
か
け
た
よ
う
な
仙
道
の
ほ
ら
吹

き
名
人
の
六
助
馬
喰

ろ
く
す
け
ば
く
ろ
う
で
す
。
一
つ
ほ

ら
吹
き
く
ら
べ
を
し
て
み
よ
う
と
思

い
、
あ
る
日
山
越
え
を
し
て
金
太
の

家
を
訪た

ず

ね
ま
し
た
。

金
太
は
あ
い
に
く
留る

守す

で
し
た

が
、
留
守
番
に
鼻
た
れ
の
息む

す

子こ

と
娘

っ
こ
の
二
人
が
い
ま
し
た
。

「
仙
道
の
お
客
さ
ん
、
て
で
．
．

（
父
）

も
あ
ば
．
．

（
母
）
も
い
ね
ぇ
。
こ
の
前

の
大
風
吹
い
だ
時
、
八
塩
の
山
か
た

が
て
（
傾
い
て
）
つ
っ
か
い
棒
に
箸は

し

二
本
か
つ
ぎ
、
ど
し
め
で
（
急
い
で
）

出
て
い
っ
た
ぁ
。
あ
ば
も
大
風
で
山

の
田
の
堤

つ
つ
み
の
底
が
破
れ
で
し
ま
た
ど

て
（
破
れ
て
し
ま
い
）、
ほ
こ
ろ
び

縫ぬ

い
に
、
糸
と
針
持
っ
て
出
が
げ
で

え
っ
た
ぁ
。」

娘
っ
こ
は
す
ま
し
た
顔
で
言
う
の
で

し
た
。

ほ
ほ
お
、
さ
す
が
金
太
の
娘
っ
こ
、

と
仙
道
の
六
助
馬
喰
は
た
ま
げ
ま
し

た
。
し
か
し
、
小
さ
な
娘
っ
こ
に
負

け
て
し
ま
っ
て
は
六
助
馬
喰
の
名
が

す
た
る
。
そ
う
心
の
中
で
思
う
と
、

お
も
む
ろ
に
話
し
か
け
ま
し
た
。

「
そ
う
い
え
ば
、
こ
の
前
の
風
は
大お

お

荒あ

れ
し
た
も
の
な
ぁ
。
お
ら
ほ
の
地

蔵
院
お
寺
の
鐘か

ね

つ
き
堂
に
も
大
風
あ

だ
っ
て
な
、
つ
り
鐘
ど
ご
が
さ

．
．
．
．

（
ど

こ
か
へ
）
吹
っ
飛
ん
で
し
ま
っ
て
。

村
中

む
ら
じ
ゅ
う大
騒さ
わ

ぎ
だ
。
も
し
か
し
て
お
前

さ
ん
方が

た

、
見
か
け
な
か
っ
た
か
な
。」

と
持
ち
か
け
た
。

す
る
と
、
先
ほ
ど
ま
で
小
犬
と
遊

ん
で
い
た
息
子
の
方
が
、
鼻
を
す
す

り
な
が
ら
答
え
た
。

「
あ
あ
、
あ
の
つ
り
鐘
の
こ
と
だ
な
。

屋
根
の
端は

ぐ
ち
の
ク
モ
の
巣
さ
ひ
っ

か
が
っ
て
お
っ
た
な
。
お
ら
ぁ
姉あ

ね

と

二
人
で
、
釣つ

り
竿ざ
お

の
先
コ
で
突
き
落

と
そ
う
ど
思
っ
て
だ
ば

．
．
．
．
．

（
思
っ
て
い

た
ら
）、
蜂
と
ん
で
き
て
つ
り
鐘
さ

頭
ぶ
つ
け
で
、
つ
り
鐘
ゴ
ォ
ー
ン
と

鳴
っ
た
っ
け
。
目
ま
わ
し
て
下し

た

さ
落

ち
だ
蜂
見
た
ば
な
ぁ
、
か
ね
．
．

蜂ば
ち

だ
っ

け
ぇ
。」

子
ど
も
と
は
思
え
な
い
息
子
の
大

ぼ
ら
に
、
名
人
と
い
わ
れ
た
六
助
馬

喰
も
、
た
だ
た
だ
口
を
あ
ん
ぐ
り
あ

け
た
ま
ん
ま
で
す
。

親
ま
さ
り
と
い
う
話
が
あ
る
が
、

こ
の
姉
弟

き
ょ
う
だ
い
の
親
た
ち
が
帰
ら
ぬ
う
ち

に
と
、
ほ
う
ほ
う
の
体て

い

で
戻
り
の
山や
ま

道み
ち
を
急
ぐ
の
で
し
た
。

（
泡
ノ
渕
　
横
山
又
十
郎
氏
（
故
人
）

の
語
り
よ
り
再
話
）

（
文
と
絵
　
石
渡
力
造
氏
）

税　務　署 こたつを上手に安全に
（財）東北電気保安協会



住民基本台帳 

男（人） 

女（人） 

計（人） 

世帯数（戸） 

月末人口 前月比 

2,467 

2,621 

5,088 

1,389

0 

－1 

－1 

－2

 

出生（人） 

死亡（人） 

転入（人） 

転出（人） 

月間異動人数 1月からの累計 

2 

12 

15 

6

46 

114 

100 

154

消防・交通 

火災出動（件） 

救急出動（件） 

交通事故（件） 

死亡（人） 

傷者（人） 

飲酒運転（件） 

酒気帯び（件） 

0 

8 

0 

0 

0 

0 

0

4 

162 

7 

0 

7 

0 

8

月　間 
発生数 

1月から 
の累計  
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日
本
全
土
、
中
国
に
ま
で
分
布
す
る
と
い
わ
れ
る
多
年
草
で
、

畑
地
、
路
傍
な
ど
、
主
と
し
て
湿
っ
た
所
を
好
ん
で
群
生
し
ま
す
。

花
茎
は
短
く
５
〜
10
セ
ン
チ
前
後
で
、
気
を
つ
け
て
見
な
い
と
見

す
ご
し
て
し
ま
い
ま
す
。

葉
は
倒
卵
形
で
不
揃
い
な

鋸
歯
が
あ
り
、
根
の
方
に

多
く
つ
き
、
そ
の
間
か
ら

走
出
枝
を
出
し
て
横
に
這

っ
て
ふ
え
ま
す
。
花
は
長

さ
1.5
〜
２
セ
ン
チ
ぐ
ら
い

の
唇
形
で
、
上
唇
は
２
裂

し
、
下
唇
は
３
裂
し
て
黄

色
が
か
っ
た
隆
起
し
た
斑

紋
が
あ
り
ま
す
。和
名
は
、

花
の
つ
く
り
が
鷺
の
頭
に

似
て
い
る
の
で
こ
の
よ
う

に
い
わ
れ
ま
す
。

８� 議会全員協議会

11� 建国記念の日

町民スポーツ祭（綱引き）

12� 振替休日

17� 参観日（東中）

17�～18� 雪ものがたり2001

18� 2001バレーボールリーグ

決勝

25� 第10回秋田県選抜雪上野球

大会

｢特別企画:たけし軍団対

地元選抜｣

（東由利をおもしろくする

会）

27� ことぶき大学閉校式

28� 女性シンポジウム

東
由
利 

ム
ラ
サ
キ
サ
ギ
ゴ
ケ

（
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
）

編
集
・
発
行
▼
東
由
利
町
企
画
課
　
〒
〇
一
五
‐
〇
二
九
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
田
県
由
利
郡
東
由
利
町
老
方
字
後
田
七
〇
番
地
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
〇
一
八
四
・
六
九
・
二
一
一
三
　
　
　
印
刷
・
Ｋ
Ｋ
本
間
印
刷
所
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広
報
送
付
謝
礼
と
し
て
次
の
方
よ
り
金
一
封
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

小
野
四
郎
さ
ん
（
西
宮
市
）、
佐
藤
正
人
さ
ん
（
北
海

道
）、
鈴
木
元
子
さ
ん
（
北
海
道
）、
佐
々
木
栄
男
さ
ん

（
所
沢
市
）、
小
松
光
男
さ
ん
（
本
荘
市
）、
東
由
利
出

身
者
７
名
（
代
表
阿
部
喜
一
さ
ん
（
大
潟
村
））

社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
よ
り
ご
芳
志
が
届
け
ら

れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

畠
山
芳
夫
（
秋
田
市
）、
工
藤
博
行
（
蔵
）、
阿
部
重
樹

（
岩
舘
）、
佐
藤
歌
子
（
田
代
）、
高
橋
誠
（
舘
合
新
田
）、

長
谷
山
憲
一
（
地
下
ノ
沢
）

文
・
写
真
　
小
松
忠
正
氏

●東由利町ホームページ　　http://www.chokai.ne.jp/higashiyuri/

1月19日に撮影した写真です。前日まで雪が

降り続いたあとの久しぶりの青空でした。当日

の朝はかなり冷え込み、役場から見える上里方

面は、深い雪をかぶった山々と青空とのコント

ラストがとても綺麗でした。

（広報担当）

〈12／1～31〉

（ ）は前月比

新春の座談会において一般町民の皆さん
から、議会の傍聴しやすい方法について話
題が出ていました。具体的には夜間や休日

の開催、日程の短縮や調整など。新庁舎の建設にあたり、当局でも議場
の設計やありかたが議論されています。大内町のケーブルテレビなどは
先進的な例ですが、例えば新庁舎の町民ホールにテレビを据え、議会の
様子をモニターできるような設備は可能でしょう。情報公開やITが本番
となる21世紀。新しい庁舎にも住民参加の機能を採り入れることが望ま
れています。

※
広
報
へ
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、届
出
の
際
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

（
12
月
21
日
〜
1
月
20
日
届
出
）

●
お
誕
生
お
め
で
と
う

12
／15
阿
　
部
　
雪ゆ

き

弥や

く
ん
〈
貴
　
浩
〉
横
　
渡

真
知
子

１
／９
畠
　
山
　
颯そ

う

野や

く
ん
〈
好
　
宏
〉
大
吹
川

和
　
美

●
ご
結
婚
お
め
で
と
う

12
／22
八
　
嶋
　
　
　
誠
さ
ん

）
黒
　
　
渕

工
　
藤
　
洋
　
子
さ
ん

本
荘
市

●
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

12
／22
佐
藤
康
一
郎
さ
ん
（
80
）
遠
藤
光
男
・
義
父
・
田
代

12
／25
三
浦
キ
チ
ヱ
さ
ん
（
82
）柳
橋
喜
良
・
義
父
・
東
光
苑

１
／11

チ
ヨ
ヱ
さ
ん
（
89
）
誠
・
母
・
舘
合
新
田


